
・教員 の新 しい知 識 ・技 術 の吸収 の ため
。

・特 にSE教 育 の場 合
。

・「現場 で求 め て いる情報 処理 技術 者 とは?」 を知 り教 育 の方 向性 を見 いだす為
。

・企 業 は営利 優先 が 激 しい ので
、 充分 注意 しなが ら進 め る必要 が ある。

・専 門学 校 は即戦 力 とな る人材 を供 給 す る こ とに存在価 値 が あ る
。

・即 戦力 にな る学 生教 育 の ため。

・必 要 で はあ るが、具 体化 はむず か しい だろ う。

・重 要 なテ ーマ と思 い ますが 、学生 の技 術 レベ ルや企業 の受 け入 れ体制 な ど、現 実的 には難 しい と思 い ます。

・専 門学校 は実学 の機 関 だか ら。

・専 門学校 は就 職 の前 の トレーニ ング機 関 として位 置 づ けてい るので
、企業 ニ ーズ に合 って いな い とダメ と思 う。

・企 業が求 め る人材 のニ ーズ を確認 す る必要 が あ るか ら
。

・企 業の ニー ズ と学 校側 の現 状 をお互 いに理解 し合 う
。

・企業 に対 す る要請 は現 場 か らのニ ーズ が多 く
、 ニー ズ と勉学 の相 関性 が あっ て意欲 も高 まる。(学 校 ・生徒)

・相互 の レベ ルア ップにつ なが り
、相 互理 解 がで きる。

・企 業 が望 んで い る人 材 と学校 側 の方 向性 にギ ャップが あ る と思 う
。それ を埋 め るた め に も交流 は深 め る必要 が あ る。

・企業 に お ける先端 技術 や技 術動 向 を知 る こ とが で きる
。

・企業側 の考 え を学 校側 とが 一致 して、真 の プ ロフ ェシ ョナル の養成 が可 能 であ る と考 えるか ら。

・企業 か らの要 望 を知 る
、教 育 につ いて の意見 交換。

・学校 で の教 育 が実社 会 と遊 離 しな いた め
。

・技 術 の進歩 が著 しい ため、教 育 現場 につ いて は新 しい知 識、技 術 を導入 す る こ とはむずか しい。

・専 門学 校 として、 で き るだ け企業 のニー ズ に応 える こ とが必 要で あ る。

・産 学共 同 に よ り、 よ りよい成 果 が あが る。
ノ

・即 戦力 とな る職 業人 を養 成 す るた め
。

・企業 ニ ーズ に即応 出来 得 る人材 を育 成輩 出 す るため に も
、業界 の動向 等 を勘 案 し教 育 シス テム を構 築 す るた めに も。

・企 業 のニー ズ を理 解 す るた め。

・情 報処理 技術 の進 歩 は非 常 に早 く
、常 に新 しい技 術 の導入 の必 要が あ る。

・情報 処理 技術 の進 展 に追 従 した教 育 を行 って い く必 要が あ る と考 える
。

・「役 に立 つ」 「実効 」 を期 す る教育 の ため に は
、教 育 ニー ズの明確 化 と把握 が不 可欠 で あ り、 同一 「土 俵」 が必 要 で

あ る。

・最新 知識 を吸 収 す るに は企 業 との交流 が最適 と思 う
。

・専 門学校 で はカ リキュ ラム に企 業 の意見 を と り入 れ る必 要 が あるた め
。

・学校 で の基礎 知識 を高 め るた め
、企 業 内で その応 用技術 を少 しで も身 につ け させ る と同 じに社 会人 としての心構 え

が で きる。

・企 業 の本 当 に求 め る人材
、知 識 等 を知 り、授 業 に と り入 れ るた め。

・専 門学 校 は就職 を 目標 とす るため
。

・企 業 のニ ーズ 、技術 、情 報。

・情 報交 換 のた め
。

・企 業が 求 め るニー ズの研 究。

・どの よ うな人 材 を要 求 して い るか を知 るため
。

・企 業 の最 新 の情報 処 理知識 を知 りた い
。

・企 業で望 んで いる人材 の育 成 が今 後変化 す る と思わ れ るため
、新 しい考 え方 を知 る必 要が あ るた め。

・企業 か ら見 て人材 発見 の場 で あ り、学校 、生 徒 か ら見 て大 きな刺 激 ・活性 化 につ なが る。

・教育 を受 けた プロ グラム言 語
、 シス テム設計 技 法 と各 企業 との違 い の調整 等。

・企業 ニ ーズ の把握
、企 業 の求 め る技 術者 像 の把握 。

・専門 学校 教員 は一 定期 間企 業 にて研 修 し、企 業 の技術者 は学校 で教 え る経験 を して も らう。

・情 報 処理 技術 の よ うに進 歩 の速 い 内容 の実技 指導 に は
、特 に陳腐 に な らない よ うに配 慮 す る必 要 が あ る。

・常 に新 しい事 の吸収
、世 の中 の状況 を知 り、 どの ような学生 を育成 す べ きか を知 るた め。

・実 社会 に即 した技術 者育 成 の ため に は
、 企業 との交 流 は是非必 要。(一 定期 間 の技 術研 修 が あ る とよい)

・新 技術 の 導入
、教員 の実 務経 験 と これ に基 づ く教育 。
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・教育 の技術 、知識 が 古典 的手 法 に落 ち入 らな いた め。

・特 に地 元企 業 との技術 交 流 を通 じて企業 が必 要 な人材 を知 る必 要 が ある。

・企業 で求 めて い る人物 像 を正 し く認 識す るた め。

・産学 の協調 が な けれ ば、社 会 のニ ーズ に適性 に対 応 で きない た め。

・教員 と企業 の話 し合 いが必 要 と感 じます。

・専門 学校 の教員 だ けで は、知識 が偏 る傾 向が ある。

・専 門学校 の カ リキ ュラ ムや レベル が企業 側 の実態 を適 確 に とらえた もの とす るた め。

・学校 側 の問題 点が、 そ の こ とで把握 で きるか もしれ な い。

・お互 い に理 解 す るため と即戦 力 にな る人 材 を育成 す るため。

・実施 方法 を研 究す る必要 あ り。

・学校 だけで は実務 に関 す る情 報が 不足 す るた め。

・社会 と結 び つい た教 育 を行 うた め。

・即戦 力 とな る技術者 育成 には実務 経験 は必 要 であ る。

・先 進技術 の導 入 は必 ず必 要 に なって くるので。

・社 会 の変 化 の激 しい今 日、相 互 に研鎖 が必 要 で あ る。

・教 員が生 徒 の就職後 の状 況(求 め られ る資 質 ・技術 等)を 知 って いる必要 が あ る。

・技術 動 向 を知 る きっか け に もな り、学 生 にな にか しら刺 激 を与 え る必要 があ る。

・互 い に必要 な情報 の交換 をす る事 によ り、 レベル ア ップが で きる と思 う。

・技 術 の習得 又 は現状 調 査。

・学 生 の即 戦 力化 を計 るた めに は、企業 と交流 しなが ら教員 ・学 生共 に能 力向上 して いか なけれ ば な らない。

・新 しい技術 の開発 研究 は大 学以 外 で も行 うはず、 又企 業 に対 して即 戦力 とな る卒 業生 を出す必 要が あ る。

・企 業 のニ ーズが わか る、新 しい技術 が吸収 で きる。

・学 生 が将来 の 自分 の職 業 に関 す る認識 を明確 にす る こ とがで きる。

・企 業 が有 す る新 しい技 術 を うま く授 業 に導入 し、 技術 者 を育成 す る。

・学生 に対 して、企 業 実習等 で仮 り体験 を させ る。

・即 戦 力、産 学一体 教育 こそが専 門学 校 の特色 で あ り魅 力 で あ る と考 え ます。

・日進 月歩 の情報 処理 業界 に即応 す るた め。

・企業 の求 め る人 材 を輩 出す る必要 が あ るこ と。分 野 こそ違 うが人 材教育 に関 して は共通 の 目的 を もつ こ と。

・知識 ・技術 が偏 重 す る。 実社 会で 必要 とされ てい る知 識 ・技術 を知 る必 要 が あ る。

・企業 と学校 との相互 理解 と実 務教育 の導入 。

・学校 は現場 の情 報 を取 り入 れ る必 要が あ り、企 業 は必要 と して い る人材 を明確 に学 校 に示す 必要 が あ る と考 え る。

・情報 処理 業務 で企業 、学校 とが共 通 の認 識 で各 々 の役割 をは た して行 く必 要 があ るか ら。

・企業 の技術 を学 校 に導入 す る必要 性、 お よび学 生 の実態 を企 業 に理解 して も らう。

・新 しい技術 やニー ズ に対 す る知識 は仕 事 の現場 で養 う ことが一番 効果 的。

・企業 の要求 す る技術 的 内容等 を知 って、学 校 で の教 育 をよ り適切 な もの にす るため。

・最新 の技 術 に基づ い た教 育 を行 うため。

・実践 的教 育 を重視 してい る専 門学 校 として は、企 業 のニ ーズ をタ イム リー につか む必 要 があ る。

・企業 が望 む技術 者(知 識 、技 術 レベ ル)を 輩 出す る為 には、専 門学校 は常 に企業 の動 向 や新技術 の分野 を知 ってお

く必 要 が有 ると思 う。

・専 門技術 は産 業界 の ニー ズに依存 す るか ら。

・情報 産 業 の業界 のニ ーズ に対 応 した人 材 の教 育 が必要 。

・各産 業 分野 で の コン ピュー タ の活用 を授業 の一部 と して聞 くだ けで も学 生 に イ ンパ ク トが あ る。

・企 業 が求 めて い る新 しい技術 を学校教 育 カ リキ ュラム に取 り入 れ るた め。

・カ リキ ュラム に企 業 ニー ズ を反 映 させ たい。

・我 校 でや って い る企業 実習 が効 果 を上 げて い る。

・専 門学 校 は実学 を教授 し、 企業 で役 立 つ人材 を育 成 す る場 であ る。 その ため に は、 学校 と して は企業 の実 態等 を十

分 把握 の うえ、 指導 してい くこ とが肝 要 な こ とで あ り、 両者 の連 携 を密 に してい く必要 が あ る もの と思 われ る。

・専門 学校 は企業 のニ ー ズに答 え る必 要 が あ る。

・技術 の理解 度 を上 げ、多 くの応 用例 を授 業 に取 り入 れ 、迫力 の あ る技術 解 説 が可能 。
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・情報 処理 技術 者育成 のひ とつ の指標 とな る
。,

・学校 内 にお いて は新 しい技術 の息吹 が わか らず
、 理屈 ばか りが先行 して し まうか ら。

・企業 の現場 につ いて技術 革新 にふれ る必 要 があ る
。

・業界 の動 向
、社 会 の必 要 とす る人材 の ニー ズ を知 るため。

・産業 を無視 した専 門教育 はあ り得 ない
。

・企業側 が求 めて いる人材 や教 育 内容 につい てギ ャ ップを うめる こ とが で きる
。

・期 限 つ き人 事交 流等 を通 じ
、 新 しい技術 と教育 現場 をお互 いに吸収 し発 展 させ る必要 が ある と考 える。

・学生 が卒業 後、 即戦 力 として活躍 で きるた め と、企 業 の新 しい知 識技 術 の吸 収 のた め。

・企 業側 と学 校側 の情報 処理 教 育 の分担 を行 い
、 全体 と して スムー ズな(ギ ャ ップの ない)情 報処理 教育 を行 えれ ば

よい と思、う。

・学校 教 育 とい うもの は
、 ど うして も後 手 にな りが ちで、常 に情報 処理 業 界 のニー ズ に対 応 す るに はある程度 の交流

は必 要 と思 う。

・情報 サ ー ビス産 業 の激動 と変化 に対 応 して い くため
。

・学校 で得 た教 科書 の知識 だ けで な く
、企 業 の実務 を身 につ け るこ とも大 切 で あ る。

・研 修制 度 を確立 す る こ とを前 提 と して
、教 員 の レベル ア ップ と専 門分野 を広 げる ため。

・企業 の求 め てい る もの を知 る。

・勿 論 、相 方 の接 点 を見 い出 す為 に は必 要不 可 欠で あ る。

・企 業 ニー ズ に合 った人材 の育 成 が専 門学校 のひ とつの使 命 だ と考 え ます
。

,・企 業 で実際 的 な経験 をつん だ先生 に講 義 して いた だい て、人間 的 な面 も含 む幅広 い教育 をすべ きで あ る。

・社 会主 義情 勢が 不安定 で 、 あ らゆ る ものがス ロー ダ ウン傾 向 を呈 しつ つ ある世 の中 で、企業 ニ ーズ を的確 に捉 えて

い くことが 大切 。

・日々、研 究 を積 み重 ね る必 要 が あ る。 学校 は どう して も情 報が お くれ る。

・新 しい技 術 は
、企 業 がイ ニ シ ャテ ィブ を とってい る はず だか ら。

・企 業の求 め て い る能力 を学 校 で開 発 させ たい。

・生 きた知識 、 技術 の吸 収 を図 る ため。

・新 しい技術 や考 え方等 は専 門学 校 の情報 だけで は限界 が あ る
。

・専 門学校 の教 育 目標 は現 場 で役 立 つ知識
、技 能 の習得 。

・ソフ トウ ェア人 口の不足 に対 して
、企業 と学 校が 協力 して、人材育 成 をすべ きだ と思 って い ます。

・専門 学校 は基 本的 に産業 技術 教育 の場 であ る。時代 に遅 れ ない為 に企業 との交 流が 必要 。

・情 報処 理技 術 の進 歩が早 い た め、学校 内部 の者 は取 り残 され る。

・・企 業 が求 め る人 材 の育成 を行 う必 要 が あ る
。

・実務 的 な職 業教 育 を推進 す る ため に は
、 最新 の状 況 を把 握 してい る企業 との交 流 は不可 欠で あ る。

・実務教 育 で あるた め、遊 離 で きな い。

・常 に新 しい知識 、技術 を吸収 し、学生 に教 え る必要 が あ る。

・業 界 の動向 等 を知 る こ とが で きる し
、 企業 が望 む人 材像 を知 る こ とが で きる。

・企 業が 求 めて い る もの を知 る こ とが で きるの で
、交 流 の必要性 を感 じる。

・産 業界 の情報 を積 極 的 に取 り入れ な けれ ば遅 れ て しまう
。

・企 業 の必 要 とす る人材 を教 育 す るた め には
、企業 との情報 、人 の交 流が 必要 。

・企業 が どの ような人材 を求 めて い るか
、常 に知 っ てお いた方が よい。

・今後 の人 材育 成 に関 して
、企業 との交 流 は不 可欠 だ。

・学校 は基 礎教 育 に時間 を要 す るた め、企 業側 か ら新 シス テム技術 動 向の 交流 をうけ たい。

・両者 の情 報交 換 の場が必 要 な ため
。

・企業 内研 修 を専門 学校 で行 うよ うな シス テムが必 要 とな るので は
。

・学校 で勉 強 して い るこ とが企 業 で どの よ うに生か され るか とい う こ とを
、 肌 で認識 す るの に好都 合。

・専 門学 校 は実践 的職 業能 力 を養成 す る機 関で あ り
、現場 を知 らな くて は目的 を達成 す る こ とはで きない。

・情 報産 業 が真 に要求 す るSE像 を把 握 し、学校 教育 に フィー ドバ ックす る こ とによ り、即 戦 力 とな る人 材 を養 う。

・即 戦力 とな る人 材 を育成 す る に は、 実務 の知識 が必 要 で あ り、企業 側 との交流 が大切 とな る。

・企 業 あ っての専 門学 校で あ り、企 業 の進 む方 向 を見 失 って はな らない。

・企 業が どの様 な人 材 を求 め てい るか情 報 が得 られ る
。新 しい技 術 の吸収 の た め。
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・実務 で の現況 、今後 の動 向 につ いて の情 報 が得 られ る。

・企 業 の新 しい知識 を専 門学校 の教 科 に と り入 れ る こ とが必要 。

・企 業 の現状 を会得 す る最 良 の機会 と考 え る。

・教 員 は企業 の技術 、動 向 に敏 感 でな けれ ば な らない。

・企 業が どの様 な人材 が必 要 で あるか 、 また専 門学校 側 の教育 内容 な どを理 解 し合 う。

・先 端技 術等 、知識 の導入 が学 校 で は どう して も立 ち遅 れ て しま う。

5.4.2盛 ん にす る必要 が ない理 由

・専 門学 校 の使命 として は十 分 な交流 が あれ ば良 い と思 うが、学 校 の経営 を考 える とあ ま り交流 を行 うべ きで はない

と思 う。

・教 育 の場 と経済 活動 の場 は違 う。

・企 業 が求 め る人材 は、 その ときそ の会社 に応 じて変 化が 激 し く、 責任 あ るグ ローバ ル な要求 と考 え られ ないか ら。

6自 由記入(意 見 ・要 望)

6.1企 業

・これか らの情報 サ ー ビス産業 を支 える中核 的 な人材 を養 成す る機 関 として期 待 してい る。学生 の方 に は、 大学 生 に

対 す る劣等意識 が弱 冠見 られ るよ うに思 う。前 述 の よ うに自分達 は業界 を支 え る人 材 なので あ り、技術 力 を含 む総

合 力が あれ ば、大学 生 に負 け ないの だ とい う 自覚 と自信 を学 生 に持 たせ て頂 くよ う指導 の程 、 お願 い し ます。

・① 在学 中 に最 低情報 処理2種 以上 は取 得 させ て頂 きたい。② 日本 人 として常識 範 囲 内の文章 力 、漢字 力 、及 び その

他 一般 常識 が無 い者 を入 学(同 時 に卒 業)さ せ て頂 きた くな い。 ③社 会人 と して最 低 レベ ル の対 人折 衝能 力 を身 に

つ けさせ て頂 きたい。(せ めて人 とま と もにで きる程度 で 良い)④ 精神 的 に 自立 させ、 ものの見 方、考 え方が しっか

り出来 るよ うにさせ て頂 きた い。(せ め て両親 か らの 自立 だ けで もよい)

・人 間形 成 に も、 もっ と力 を入れ て下 さ い。

・大 学生 とは違 って即戦 力 とな る こ とを期 待 してい ます。 ソ フ トハ ウス の言 う即 戦 力 とは、 最低 限以 下 の こ とが で き

る人 を指 します。① 仕様 書 を理解 して、 プ ロ グラ ムを書 け る。② 机 上 での コー ドデバ ッ クが ひ と りで書 ける。③ テ

ス ト仕 様書 を理解 で きる。 したが って 「教 科書 を理解 す る」とい うの とは質 の違 う能 力が必 要 です。 た とえば、 フ ァ

イル の種類 は、順 編成 と索 引編成 … とい う こ とを知 っ ていて も、別 に役 に立 たな いので す。 「これ を実 現す るに は、

この ファイル に このデー タ を持 たせ な けれ ば い けない」 「フ ァイ ル1/0は1ケ 所 でや らな い とバ グが 多発 す る」と

い う ような こ とを考 え出 させ る力 こそ必 要 で す。(通産 省 の試験 に も、これ と同 じ こ とを感 じます。専 門学校 は合 格

を 目指 す はずで すか ら、情 処試験 に は教 育 を ミス リー ドして い る面 もあ る と考 え ます)

・専 門教 科 の総合 力 とい う点 で は(例 えば電気 全般)平 均 的 に見 て工業 高卒 の方 が優 れ てい るケー スが 多 い。 しか し

或 る特定 の(専 門校生 が選 択 した)教 科 につ い て は、 明 らか に専門校 生 の方 が詳 しい。 これ は学校狙 いの根本 が違 っ

て い るか ら と認識 して い る。我 々 が専 門学校 生 に期待 して い るの は、① 実務 者 と して の即戦 力、② 最 新技術 を吸収

して来 た専 門家 としてで ある。 これ は決 して 「総 合職 」人 の道 を閉 ざす もので はな い。最 初 に従事 す る職 務 が①

② で ある とい う訳 で、以 降 に教育 は我 々 の責任 で あ る。 したが って学 生、 学校 へ の要望 と して は、 実務者 と して の

トレー ニ ング(実 習 を多 く!)最 新 機種 へ の興 味 と理解 を切 にお願 い したい。

・弊社 で は制御 シ ステム の開発 言語 と して長 ら くC言 語 を採用 して まい りま したが 、今般 のバ ブル経 済 の崩壊 やダ ウ

ンサ イジ ング化 に伴 い 、情報 システ ム部 門で も、LANの 構 成 に よるネ ッ トワー ク シス テムや 、オ フ コ ンのS.1.

S化 へ の対応 を早 急 に行 い たい と計画 中 です 。 つ きま して は学生 さん には、是 非 と もC言 語 に よるプ ロ グラ ミング

技 法 を教育(必 須 で)し て頂 きた い と存 じます。 少 な くともコボ ルや フ ォー トラ ンの教育 と同 レベ ル の教育体 制 を

至 急取 っ て頂 きたい と思 い ます。

・昨 年 に も増 して ソフ トウェア技術 者 の不足 と、逆 に業 界 の沈滞 ぎみム ー ドの中 で当社 に至 って は、 ソ フ トウ ェア技

術 者 の育成 に時間 をか けて学校教 育 を終 了 され た生徒 の方 に当社 の社員 教育 の理 念 を植 え付 けて 、将来 大 きな飛 躍

を遂 げて いた だ きた い。 その為 に は、学校 での基 礎技 術教 育 を徹底 して行 っ てい ただ き、ガ ッツの あ る人 間形成 を

つ くって いた だ きた い と思 ってお ります。

・専 門学 校 に は、毎年 大変 お世 話 にな って お ります。 当社 、大 部分 が専 門学 校卒 業者 で す。最近 特 に 目につ くこ とは、

大 部分 の学 生が企 業 の きび しさ を知 らない で、 何 とな く入 社 して来 る様 で す。 毎朝9時 に出社 出来ず 。研 修2日 目

で もう リタ イヤす る学 生 もい ます。 研修 中 の いね む りや話 す こ とを聞 い てい ない等 、社 会人 と して の基本 や姿 勢 が
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出来 ていな い人が 多 く、学 生 の生 活 と社会 人 としての生 活の ギ ャ ップが大 きす ぎて、実務 以前 の問題 の学 生が 多 い

ので、卒 業 の際 に は、社会 人 としての最低 の基 本的 な事項 、特 に精 神面 の教育 を充 分行 っ て欲 しい と思 い ます。

・優 秀 な社 員 とそ うで な い社 員 の差 が あ る。 ソフ トウ ェア開発 に適性 の無 い学 生 もい る。勉 学 や勤 務 に真面 目に取組

む教育 を充分 行 って欲 しい。

・専 門的 な知識 の習 得 は大 事で あ るが 「人 間性豊 か な人間 」 を育 て るよ う努力願 いた い。

・学 校で習 得 した知 識 が、 単 な る知 識 と して終 わ らず、企 業で 少 な くとも40%以 上 は役立 つ様 な教 育方 法 を とっ てほ

しい。 また。 技術 教育 ばか りで な く、社 会 に出た時 の しつ け、言葉 遣 い、礼 儀等 も生徒 、学 生 の うちか ら身 につ け

る様、指 導 、教育 して ほ しい。

・大 学 の場 合 、卒業 の為 の条件 として、一 般企業 で の実習 が義務 付 け られて い るよ うに、専 門学校 の場 合 も1～2週

間程 の企 業 内実習 を させ るよ うに した らよい と思 う。

・一 般 の短 期大 学 の学 生 に較 べ、専 門 学校 の学 生 は真 面 目で、職 へ の取組 み も真剣 です 。学校 の充 実 と共 に、企 業 と

の交流 を通 じての両 者 の向上 を心 か ら望 み ます。

・あ る専 門学校 で は、 一社 内定 が 出 た ら、 そ こで就職 活動 を停 止 させ る所 が あ りますが 、学 生 に とって重 要 な就職 を

選択 のな いや り方 に向 け るの はや めて もらいた い。 学生 に自由 な意志 で選 ばせ るのが 常識 と考 えます。

・昨今 の専門 学校 に対 す る印 象 として は、 大学 へ進学 で きなか った落 ち こぼれ とい った と ころで す。 もち ろん これ は

私一人 だ けが感 じてい る こ とか も知 れ な い し、本 当 の意 味 で 自分 の志 を もっ て勉 強 す る学 生 も多 い こ とも.わか りま

すが 、我社 で も新卒 採用 と して、大 卒者 と同様 に求人活 動 を行 って い るのです が、学 生 としての意識 が低 い と言わ

ざる を得 ない現状 です。 学校 への要 望 とし まして は、専 門知 識 、技術 の取 得及 び企業 内 にお け る即 戦力 としての人

材育成 とい う本 来 の教育 目的 を完遂 して いた だ きた い とい うこ とで す。

・職業教 育 としての専 門学 校 に期 待 して い る者 として い くつか考 えて い る ことを記入 しま した。 ①現 状 で はほ とん ど

の専 門学校 が願 書 を提 出す れ ば入学 で きる状 況 だ と思 い ますが 、情報処 理 教育 を受 け るた めに は基 礎 的 な学力 が必

要 と思 います ので 、本 当 の意 味 で の入学 選抜 を行 うべ きです。② 抜群 の就 職実績 、就 職率100%も 良 いの ですが 、進

級 、卒業 の基準 を しっか りと決 め、 あ るレベ ル以 下 の学生 は卒 業 させな い くらいの ことが必 要 と考 えてい ます。 ③

学 生 獲得 競争 激化 で情 報処 理教 育 を行 ってい る学 校 で は、資格 取得(通 産 省情 報処 理技術 者 試験)が 最大 の目標 に

な って い る様 に思 われ て な りませ ん。 プ ログ ラム作成 能力 、 シス テム設計 等。 論理 的思 考力 を しっか り と身 につ け

るこ とが で きる よ うな カ リキ ュ ラム、及 び学 習環境 の充 実 に力 を入 れて もらいた い と考 え ます。

・①基 礎学 力 の うち、語 学力(日 本 語、 国語 力)が 余 り得意 とは思 われ ない学生 が比 較的見 受 け られ る。情 報処 理教

育 に は不 可欠 と思 われ るので 、是 非一 層力 を入 れ ていた だ きたい。② 何 の ため に専 門学 校 に入学 し、 何 の ため に情

報処 理 を学 んで い るのか とい う目的意識 を植 え付 けてお いて いた だ きたい。

・レベル のば らつ きが だい ぶ大 きい よ うに感 じます。 もう少 し、 卒業 す る時 まで に レベ ル をそ ろえ られな い か。

・① 青年 を2な い し3年 間、 勉 学 に熱 中す る環 境(教 育 の)を 作 っ て入学許 可 時 の選 別 を厳 し くや って ほ しい。② 経

営 のた めの人 数確保 よ りも、 コン ピュー タ を学 んで行 こ うとの学生 の気持 ちの有無 を重 視 す る。③ どこか に就 職 で

きるとの甘 い気持 で な く、企業 に入 り生活 す るた めに力 をつ け る必 要性 が あ る との認識 を持 た せて ほ しい。④ アル

バ イ トは、学 校許 可(生 活 に必 要 な場 合 のみ許可 し、バ イ ク購 入 目的等 、 のめ り込 む こ との ない よ う指 導 す る)と

して、勉 学 に力 を入れ させ る。 ・

・① 学校独 自に、産 学協 同 を打 ち 出 され る と他 の学 校 とのバ ラ ンス を失 いが ち、 また この負担 のすべ て を企業 側 に押

しつ け られ る。 その た めの指 針(基 準)を 作成 され 、各校 ともにあ る程 度 の共通性 が欲 しい。② 当社 の採 用者 は個

体 毎 に見 れ ば ば らつ きが大 きいが 中 に は優 秀 な人材 もあ る。一 般 的 には、短 大卒 よ りも企 業へ の貢献 度 が 高 く期 待

が もてる。

・ア ンケー トの設 問の 中で 、企 業 内研修 、企 業 か らの派遣 とい うと きの 「企業 」 とは、情 報 処理 の企 業で な く、 そ の

ユーザ ー企業 、 す なわ ち 日本 の各 産業 を代 表 す る 「企 業 」の こ とでな けれ ばな らない。(教 員が 、 それ らの企 業 出身

の方 な ら、 あ ま り問題 はな いが)

・① 情報処 理教 育 に も分 野 が あ り、コース の明確 化が ほ しい。(例)ベ ー シ ック ソフ ト開発系 、 ア プ リケー シ ョン ソフ

ト開発 系、通 信 ネ ッ トワー ク ソフ ト開発 系等。② 前 項 の問 いに もあ りましたが 、資格 取得 の為 の学 習傾 向 が大 きい

と感 じられ 、資格 にみ あ う技 量不 足 が ある様 に思 え る。③ 専 門学校 に限 らず アルバ イ トが多 す ぎる?の で は。

・学 生 の レベ ル ア ップを特 に希 望 します。

・現 状 として(人 事 担 当の立 場 か ら)卒 業生 の レベル に大 きなば らっ きが あ る ように思 え ます。成 績 や出席 率 等 に よっ

て は(も う実 施 して い るか も しれ ません が)留 年等 の処置 によ り、全体 的 な レベ ル向上 を図 って頂 く様 期待 します 。

一 部 の学 生 を見 て お ります と、単 に高卒 以上 の学歴 をつ ける為 に進学 してい るよ うに見 うけ られ る人 もお り、 高卒
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の方 との差 が ない こ とも度 々 ある よ うです 。

・①(採 用 に関 して)コ ンピュー タメー カがハ ー ドを専門 学校 へ低 価格 で納 め(シ ョール ーム として利 用)
、優秀 な生

徒 を大量 に採用 す る。 専門学 校 も 「一 流企 業 メ ーカ に卒業 生多 数」 を キャ ッチ フレーズ に新入 生 を入学 させ る。②

企 業(会 社)か ら採 用 目的 で社員 を専 門学 校 に教 員 として送 り込 み、卒業 と同時 に自社 に入学 させ る。① 、② 以外

の生徒 は自分で就職 を さが すわ けです が、 せ っか く専 門学校(情 報処 理)を 卒業 して も情 報処 理 の分野 以外 に就職

す る生徒 も多い と聞 いて い ます。 以上 の イ メー ジを専 門学校 に対 して持 って い ます が、 これ で はあ ま り期 待 で き ま

せん。

・入社 後期 待 され る能 力 として、一 般企 業 に診 て は、専 門知識 も重要 であ るが、特 にその知 識 を応用 出来 うる能 力 が

重視 され ます。一般 的 に、 ソフ トウ ェアハ ウス等 の専 門職種 で は、与 えられ た条 件 内で の設計 、 プ ログ ラ ミングが

主 で すが一般 企業 に於 け るシス テム部 門 に於 て最 も重 要 なの は、業務 の分析 、将 来 の変化 へ の対 応 、 シス テムの価

値判 断等 、様 々 な要因 が考 え られ ます 、 そ う云 う意 味 で企業 として専 門学校 に期 待す る もの は、専 門知識 以外 の幅

広 い見識 を備 えた即 戦 力 に近 い人材 を期 待 してお ります。

・入学 選考 を もっ ときび し く、 出席 率 よ り も学力 の評 価 を高 くす べ き。

・企 業 として
、専門学 校教 育 に一 方 的 に依 存 す る とい う こ とで はないが、あ る程 度 の専 門知識 の習 得 を期待 してい る。

今後 の業 界 自体 の発 展 の為 に、企業 も学 校 もお互 い に一 方通 行 で な く、相互 的理 解 の下 に行 動 すべ きで はないか。

・2年 間 の中 で
、 あれ もこれ もと欲 張 るのが無 理 で 、 カ リキ ュラムが きつい のか、 専門 学校 卒業 生 の中 に は、入 社後

幼 い遊 び に興 じる者 が 多い。 又、 仕事 、会社 、 業界 等 に対 して視 野が せ まい。学校 で の教育 は基礎 的 な こ とに と ど

め、一般 教養 や社会 人 としての常識 教育 を行 って欲 しい。又 、地 方 で は意欲 と能 力 を持 って専 門学校 に入 って くる

子 もいるわ けです か ら、カ リキ ュラム に選択 コー スや専 攻 コー ス を多 く持 ち、適性 や 能力 に あ った学習 が学生 の意

志 で出来 るよ うに していた だ きたい。

・専門 学校 の卒業 生 に対 す る就職 後 の追跡 調査 が 十分 に な されて い ないので はな いか
。(満足 度等)企 業規模 とか大企

業 の系列 とか、就職 担 当者(先 生)と のつ なが りとい うだ けで な く、卒 業生 の満 足度 、仕事 の内容 定着率 等、 十分

な調 査 を行 い、就職 の世話 をす るよ うに して貰 い たい。 本人 の個 性 を生 かせ る企 業 をキ メ細 か く選 別 してい く必要

が あ るので はな いか。

・①企 業 に お け る即戦 力 とな りうる人 材 の育 成 が基 本 姿 勢 と思 い ますが
、(1)経営 に関 す る よ うな コス ト意 識 ② リー

ダー シップ(3)広い範 囲 の判 断力(資 質 の問題 か も しれ ない が)が 何 とな く不 足 して い るよ うに思 う。② そ こでア ン

ケー トに もあ るよ うな、(1)コミュニ ケー シ ョン② 一 般教 養(3)企業 体験 な どを取 り入れ職 門 的 な知 識 だ けで はな く、

企業 人 とな って も能 力 が発 揮 で きる よ うな教 育体 系 は取 れ ない ものか と常々 考 えて い ます。 ③今 後 は プログ ラム開

発 な どの専 門知 識 もさる こ となが ら、 コンサル タン ト的 な所 も教 育 に取 り入 れ るべ き と考 えます。

・情報 処理 の基礎 教育 に時 間 をか け、 さ らに一 般教 養(人 との コ ミュニ ケー シ ョン、社会 人 のマ ナー 等)基 本的 な こ

とで良 いの ですが、 時間 を増 して いた だ きた い。

・プ ログラマ
、SEの 絶対 数不 足が 更 に進 む傾 向 にあ り、 それ に対 応 すべ き専 門学 校 あ るい は情 報学 科 の増 設 、増員

をす る必 要 があ る と判 断い た し ます。

・専 門特化 してい るた め、一般 教養 にや や欠 ける点 が あ る。 チ ャ レンジ精 神 にや や欠 け る。 最初 か ら専門 学校 へ行 く

気持 ちで はな く、 大学校 へ の受験 に失敗 した結 果 専門 学校 へ来 た。

・専 門学校 間 の レベ ル差 、個人 の レベル 差が 有 りす ぎる。各学 校 で 自信 を持 っ て社 会 に出 せ る人 は20～30%で はない

か?専 門学 校へ の入 学動機 が 問題 なので は?例 えば勉 強 は好 きで はないが 、働 きた くない等。

・実務 に即 した教育 を行 って欲 しい
。応 用技術 に も重点 を置 い て欲 しい。 プ ログラ ミングス タイル を教 えて欲 しい。

・年 間授業 時 間 を2割 程度 増 や して欲 しい。 入 学資格 を シビア にすべ きで あ る。

・SEの 育 成 は5年 程度 でで きる もの で はない と考 えて居 ります。本人 の 自覚 もさる こ となが ら、10年 、20年 と常 に

前 向 きに技術 、知識 を修 得 しつ づ ける こ との で きる人格 の育 成 に力 を注 いで いた だ きたい。

・社会 人 に なって か ら、 新 しい(未 知 の)分 野 を担 当 した時 、 自主的 に情報 の集 め方 、仕 事 の進 め方 や段 取 りが で き

る よ うな人材 を適 切 な トレーニ ングで育成 願 い たい。

・文 章力 、読 解力、 話 し方、 聞 き方 な どの基 本 的 な企業 人 としての必 要能力 の育成 が 必要 。企 業で 実際 に行 われ てい

る作業 に即 したカ リキ ュラム の作 成 が必要 。

・殆 どの専 門学校 が ソ フ ト開発 のエ ンジニ ア を主 目標 と して教 育 を行 って いるが
、 実際 の卒 業生 の多 くは企業 内 に於

て再 教育 が必 要 とな ってい る。その理 由 として① 教育 に対 す る生徒 の姿勢 、能 力 の問題 。② 実 習 で使 用 した機 種 の違

い によ る問題 。③ 教育 内容 が基本 部分 に片寄 り、 実践 的 な応 用部分 の教育 が な されて な い点 。④ ソフ ト作成 が 重視

され、 シ ステム、 オペ レー シ ョン、 システ ム運用 の重 要性 、 関連性 等へ の教育 が軽 視 され てい る点。 お よそ以 上 の
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様 な事 項 が考 え られ る。特 に上記 ②③④ は企業 内 での再教 育 の対 象 となる。 ただ② 項 に っいて は設備 投資上 仕 方な

い と して も、③ につ いて は"文 法 は判 るが 、文 章 が書 けな い。 とい う状 態で あ り、④ に っいて は"交 通法規 は判 る

が 、運 転 で きな い。とい う不 具合 をせ しめて い る。 これ らを解 決 す るた め には、"学 校 の 中。だけの教育 を脱 皮 、企

業 との連携 の 中で① 企業 研修 の期 間 を も うけ、 実 シス テムの構 築 を行 う(完 了後 の システ ムで良 い)。 ② 企業 内情 報

シス テム部 よ り講師 派遣 を して もらい、運 用 レベ ルの教育 を行 う、等 の ことを行 い、 よ り実 践的 な又 、情報 処理 に

対 してTOTALな 人材 が育 成可 能 と思わ れ る。御一 考 をお願 い した い。

・① 多少 無理 な注 文で す が、学 校 間で能 力差 がか な り大 きく、採 用後 の教育研 修 の カ リキ ュラム の組 み方 に苦 慮 して

い ます 。この差 の うめ方 につ き、更 に検 討 い ただ きた い。② 最近 は高校 か ら数学 を苦手 とす る人 がふ えて い ます が、

や は り基礎 的 な数学 を もう少 し教 育 して欲 しい と思 っ てい ます。特 にマ イ コ ン系 ソフ トで は、必 須 です。

・申 し訳 な くも、 専門 学校 卒 の割 に、専 門知識 が 身 につ いてい ない事 にび っ くりしてい ます。

・学科 名 の統 一化(カ リキ ュラム との関連)と 、 コース のオ リジナ リテ ィーの明 確化 。学 生 に対 し、 目的意識(何 の

ため に学 んで い るのか 、社会 に出た ら何 を したい のか)を 持 たせ る。 一般 常識(少 な くと もニ ュー ス性 のあ る もの

だけ は)に 関心 を持 た せ る。 文章 力、対 話力 も仕事 の上 で は大切 です。専 門 と言 って も"専 門。 だ けに偏 って しま

わ な い こ と。意外 と 「実 際 の仕事 」 は どうい う ものか、 を知 らな い学 生 も多 い よ うに感 じ ます。 ユ ーザ と要件 を ま

とめ るた めの折衝 な ど、 ロール プ レイで体験 す るの もよい と思 い ますが。

・現 在
、 専門 学校 卒業 生 は技術 者 として は確 か に優秀 と思 うが 、一般 人 として考 えた場 合 はど うで あ ろうか?技 術

者 で あ る前 に企 業人 で あ り、社会 人 で ある こ とを深 く認 識 して頂 きた い。

・学 校 での企 業 セ ミナー を拡大 して ほ しい
。

・確 か に交流 が無 いです ね
。卒業 生 を採 用 してみ る と、明 らか にその学校 の教 育 内容 が解 るのです。悪 く云 い ます と、

この学校 は程 度 が低 い ので は?学 校全 般 、個人 の能 力 が そ うだ とは云 い きれな い。 しか し当社 を選 び会 社訪 問 に

来 て くれ る こ とは、非 常 にあ りが た い と思 う。学 生側 か ら見 た当社 の レベ ル にマ ッチ してい る… とも云 え るだ ろう

か。当社 で は、人材 確保 につ いて毎年 目標 を掲 げて社 員皆 さん に徹底 して いる。① チ ーム ワー クの よ さを発 揮 して 、

大 きな仕 事 をな し遂 げ よ う。② 基礎 技術 力、 応用 技術 力 を身 につ けよ う。③ 全 員 が国家 試験 に挑 戦 し、合 格率 を誇

ろう。

・専 門 の枠 の 中 に閉 じ込 もらない、幅 の広 い学 生 の育成 をお願 い したい と思 い ます。

・ア ンケ ー トの設問 は学 校 に よって まち まちで あ るので答 えに くい
。学校 によ って企 業 との関連 に熱心 な ところ と関

心 のな い と ころが あ る。在 校生 に対 す る教 育 で コ ンピュー タ ソフ トウェ アの実 際社 会で の使 われ か たの面 で、欠 け

て いる よ うに思 う。

・た だプ ログ ラ ミング に精 通 す るだ けで な く、各 業種 に特 化 した知識 を少 しで も身 につ け られ るカ リキュ ラムで あっ

て欲 しい。 当社 で はSEと してス テ ップア ップで きる人 材 を求 めて い ます。 プ ロ グラム の知識 は言 語 が違 って しま

う と他 の大 卒 等の未 経験 者 と共 に、一 か ら教育 す る こ とにな ります。 さ らにス テ ップア ップす るた めに は、担 当す

るユー ザ の知識 が必 要不 可欠 で、 学校 で少 しで も身 に つ けてい ただ けれ ば、本 人 に とって もプ ラス にな る と思 い ま

す。

・少 な くと も、札 幌 の情 報 処理 関連 の専 門学校 は全体 的 に、真面 目に、真剣 に教 育 を行 ってい る と評価 して い ます。

しか し、先端 産業 技術 は、最 近 は、様変 わ りす る気配 が あ り、 これ に対応 した教育 を先 取 りされ る事 を切 に希 望 し

ます。

・入 学 試験 が大 学 な どに比 べ、 安易 に考 え られ てお り、 ど うして も大学 の すべ り止 め的 な印 象 を受 けて しまう。 専門

学 校 で あ るか らに は、 必 ず入 学試験(書 類 や面接 だけで な く)を 実施 し、 適性 試験 的要 素 の強 い もの を考慮 して頂

きたい。 情報 処理 業界 で生 きて行 こう と決 めた か らに は、 プ ログ ラ ミング言語 も最 低2言 語以上 修得(履 修 で はな

い)し て欲 しい。 学校 側 のカ リキ ュラ ムで も必修2言 語 以上(選 択必修 で も良 い)で 検 討 した頂 きたい。

・専 門学 校在 校 生 に出身 地別 名簿 を公 開 して ほ しい。地 方企業 を早 くか ら理解 させ てお くた め。

・① 精神 的 に まだ一人 前 とな りきれ ない ので、その レベ ルア ップ を図 るよ うなカ リキュ ラム は必 要 で はな いか と思 う。

(企業 内実 習 、先輩 との交 流 な ど)② 特 に実習 者 となるた め、 自分 の能 力 が ア ピー ルで きる よ う技 に磨 きをか け る

よ うな勉強 態度 が希 ま しい。 ③ 自習 で きる環境 、研 究室 で実験 で きる教 室 の準備 な ど考慮 して欲 しい。

・専 門学校 は専 門知識 を身 に付 ける所。 身 に付 け られて の卒業 で した ら良 い が就 職 の た めだ け とい うの も見 受 け られ

ます。基 礎知 識 を十 分身 に付 け られ る様 考慮 し、 その うえに応 用力 を養 われ る様 に ご指 導下 さい。

・今後 、情 報処 理技 術 は更 に高 度化 してい く状 況 に あ り、 質の 高 い技術 者 の養成 に一段 の ご努力 を願 いた い。

・〔小規 模企 業 か らの一 言〕学生 はみな知名 度 の あ る会社 に就 職 したが る
。 そ うい う会 社 は安 定 して い るが、個人 とし

て は不安 定 な部分 が あ り、大 量 に退 職 して しま う。 実体 を学校 側が学 生 に指 導 して もらい たい。小 規模 会社 は不 安
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定 で はあ るが、 や りが いが あ る仕事 もある。

・専 門学校 が大 学 と最 も違 う点 は、特 定の分 野 に関 してよ り実 践 的か つ短期 間 でスペ シャ リス トを養 え る とい う こ と

だ と思 われ るので、 もっ と分 野 を絞 って教 育 を して頂 きた い。 それ に、 実習 ・演習 を もっ と増 や して、理想 として

は企業 に入 っ た段 階 で即 戦 力(実 際 には社 会人 と しての教育 等 あ るので"即 、'とはな らな い)と な り人 材 を養成 し

て頂 けれ ば幸 いです。

・学 校 を出 て も即戦 力 で はない ので、SE、PRば か りで な くコ ン ピュー タのハ ー ドを知 る意 見 で、 コ ン ピュー タの

運 用廻 りか ら も入 る事 を進 め て欲 しい。

・専 門的 な知識 は もち ろん大切 で あ るが それ以前 に社 会人 と して の最低 の ルー ル は身 に つ けて きて欲 しい。(これ は専

門学校 の みな らず、 学生全 て に言 え る ことだが …)と 思 って い ます 。

・情報処 理技術 者 試験 の資格 取得 率 を高 めて頂 けれ ば と考 え ます 。 そ して よ り高 い 目標設 定 がで きる人 材養 成 を期待

致 します。(会 社 内 で新人 の資格 取 得者入 社 に よ り、良 い刺 激剤 とな り得 る し、向学心 の強 さが あれ ば、尚更 そ の傾

向 が強 まるか らで す。)

・学校 によっ て異な って い る教育 カ リキ ュラム をあ る程 度統 一 す る こ とに よ り、学校 間 の教 育水準 や修 得科 目の格 差

を是 正 して い く方 向へ進 ん で欲 しい。現 状 は、情 報処 理 系専 門学校 卒業 者 を採 用 して も学 校 に よる履 習 科 目の違 い

や習得知 識 の格 差 に よ り、入 社後 の教育 が画 一化 出 来 に くい。

・情 報処理 技術 者試験 の2種 取 得 を是非 促進 してほ しい。 出席率 に重点 を置 き、真 面 目 に勉 強 した者 だ け を卒 業 させ

る ように して ほしい。

・大 学 に負 けな い実践 教育 をお願 い し ます、入 社 試験 も厳 し く厳選 した学生 を集 め て下 さい。

・大 学生 の増加 と大 衆化 、一般 化 に伴 い、専 門学 校生 の質 が落 ち てい る よ うに見 受 け られ る。 もち ろん10年 前 で あ っ

た ら大 学 に入 らなか った者 も大学 へ行 ぐよ うにな り質 の悪 い大学 生 も増加 してい るが。 これに は、専 門学校 を よ り

魅 力的 に し、若者 を引 きつ ける こ とに よ り質 の良 い人材 が専 門学 校 に入 るよ うな環境 作 りが必要 で はな いか。 大学

へ行 けな いか ら(経 済 的 でな く、能 力的 に)専 門学 校 へ入 る とい うイ メー ジが少 なか らず あ る ことは事実 で あ る。

専 門学校 の持 つ強 み の一 つ には、 よ り早 く社会 人 として 自立 す る道 を提供 で きる とい う こ と、又一 度 社会 人 となっ

たが 、若い うちに方 向転 換 をす る人 に その道 を提供 で きる こ とで あ るが 、 この よ うな点 を若 い人達 に魅力 的 に感 じ

させ るイ メー ジ作 りも一 つの方 策 であ ろ うし、又企 業 とのタ イア ップ も一 つの方策 で あ ろ う。

・私見 ですが 、専 門学校 は教育 の場 であ る為 に、 ど うして も資 格 等 の獲 得 を重視 してお られ る様 に感 じます。現 在、

SE不 足が 言 われて い ますが 、社会 人 として の常識 、教養 等 もSEのSkillの 大 事 なFactorと 考 え られ ます。義 務教

育 を終 え られ て、専門 知識 を吸収 す る者 が入 る学校 として は難 しいか もしれ ませ んが、 社会 人教 育 も是非 行 っ て欲

しい と考 え ます。 企業 もSkillの み を重 視 して採 用 す る事 は良 くない ので は と思 っ てお ります 。

・社会人 と して の しつけ を厳 し く植 えつ けて欲 しい。

・私共 は、中小 企業 なので特 別質 の良 い学生 が入 社 しない のか もしれ ませ ん が(こ こ数十 年5～10名 程 度入社)、 最近

の傾 向 として 、社 会人 の基本 が 不足 して い るよ うに思 われ ます。本 当 は教育 は入 社後 、各社 が行 な うの で し ょうが、

基本 的 な挨 拶 、返 事 、態度 くらい はマ ナー として徹 底 して教 え るべ きで はない で し ょうか 。特 に挨 拶 の出来 な い人

が 多い のに気 がつ きます 。

・企業 内 の実 習 は聞 こえは よいが、 それ は人手 不足 の穴 埋 め に過 ぎな い場 合 が考 え られ る。 授 け入 った企 業 で は教 育

の為 足手 ま とい とな る。 む しろ学 校 としては基礎 的 な学力 を付 け るこ と。 もう一 つ は社会 人 となる為 の人格 形成 、

礼儀 正 しさな ど、 良い 日本人 と して、世 界 に向 けて も通 用す る人 間育成 を してほ しい。学 校経 営上 、多 くの学生 を

迎 え入れ る事 は必 要だが 、学 校側 が あそ この学生 は粒 が揃 って い る と云 われ る様 に、学生 に対 す る カウ ンセ ラー も

充 分行 うべ きで あ ると思 い ます。 あの学校 の学生 はば らつ きが多 い ので選 択 に は注意 、 等 と云 う事 のな い ような学

校 の評価 を得 る様努 力 して ほ しい。

・専 門学校 は、 教育 内容 、学生 の質 等 の点 で、学校 差 及 び個人 差が 大 きい。 また、学校 め レベ ル を判 断 す る場 合 も、

大 学 の ような偏差値 等 の客観 的基 準 が な く、採 用 に当 た り苦 労 す る。 したが って、 現在 は自由応 募 に よ り個人 の能

力 を判 断 し、 採用 して い るが、今 後 実績 を踏 み試行 錯誤 によ り学 校 の絞 り込 み を した い と考 えてい る。

・専 門 の学 力不 足。 実務 に近 い実習 をや る。 卒論 は効 果 が ある。文 章 力が 弱 い。 小人 数 ク ラス とす る。

・採 用 にあた る立場 か ら(開 発 現場 の声 も参 考 に)云 えば、次 の点 が判 りに く く、 困 る こ とが 多 い。① 学校 別 の水準

② 成績表 か らの実 力判定 ③ 積極 的 な姿勢 で専 門学 校 を選 ん だ人 か 、消極 的 理由 か。

・入 学試験 の た めの一 時 的 な受 験 勉強 も、向学心 の一 つ として は意 味 が あ る と思 うが、その後 ほ とん ど勉強 も しな い、

社 会的 な情報 や知 識 を身 につ けて いな いで卒業 して くる。専 門学 校 の場 合 は、一般 的 に大学 受験 を失 敗 した とい う

概 念 が本人 に も世 間 に もあ る。 せ っか く専 門知 識 、専 門技術 を身 につ け られ るチ ャンスが あ るの だか ら、欧米 の様
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に卒 業 が簡 単 にで きない教 育 シス テムで、社 会人 として必要 な常識 や情 操 も併 せて指 導 し、優 秀 な人材 を送 り出 し

て欲 しい。

・① 学校 で時間 をか けて勉 強 して きたわ りには、 レベル が今一 歩 。 したが って当社 で は3ケ 月 の期 間 をか けて再度 密

度 の高 い教 育 を実施 して い る。 その結 果、高 卒 の優秀 層 は専 門学 校卒業 生 を3ケ 月後 に は追 い抜 く場合 が 多い。②

文 章能 力(SEと して は必須 の能力)が 一 般的 に非 常 に弱 い。 又 、 プレゼ ンテー シ ョン能 力 も弱 い。③ 教 育 カ リキュ

ラム の範囲 が広 い ことは仕方 が ない として も、 もう少 しウエイ トを置 いたや り方 がで きない もの か。

・① 実技 時間 が少 な いの で はない か
。② 実 社会 に相応 した指導 の ウ ェー トを大 き くしてほ しい。③ 社会 人 としての常

識 に乏 しい面 が あ る。

・どち らの学校 もりっぱ に学 生 を育 てて い らっ しゃるの で何 も申 し上 げ る ことはあ りませ ん
。 ただ、大 学生 も含 め て

最近 の若 い人 に言 える こ とは、や や一 般教 養 が低 いので はないか と思い ます。 そ のた め に文 章作 成能 力 が劣 って い

る と思 い ます。

・通産省 の実施 してい る情 報処 理 試験2種 合格 を専 門学校 に在 学 中 に取得 し
、 さ らに資格 の上位 を とって プ ロ として

の認識 を もたせ る ように、教 育 すべ きで はな いだ ろうか。

・基礎 的 な知 識
、技術 の修 得 も大切 です が、人 間形成 の教 育 も充 分 に行 って下 さい。他 人へ の思 いや りとか 、朝 の挨

拶が きち ん と行 え る人 が少 な くな ってい る様 に思 い ます。

・情 報処 理試験 対 策 を中心 と した授業 カ リキ ュ ラム で
、学 校 の実績 を残す事 を目的 とした教 育 で はな く、 企業 が望 む

よ うな人 材 が育成 出来 る ような授業 カ リキ ュラム を考 えて いた だ きた い。

・①企 業 のニ ー ズ(こ れ は時代 と共 に変わ るケース も有 るが)に あったカ リキュ ラム を設 定 して い ただ きた い
。② 実

務試 験 の無 い学生 達が 、1～2年 で修得 で きる範囲 に は、お のず と限界が あ る。「広 く浅 く」学 習す るよ りは 「狭 く

深 く」学 習 した方 が良 い。 しか し、SEを 志 す 者 に とって簿記 な どは、関連 知識 として重 要 で あ る。
・今後

、卒 業生 の減 少 に ともな い、 ます ます採 用 が きび し くな る と思 われ る。

・2年 間 とい う短 い期 間 で、実 務 的 な技術 と、 社会 的 マナ ーを身 に付 ける事 は大変 な ことで あ る と思 うが、技 術 的 な

学 習 を重視 す る余 り、学 生 の職業 観 が狭 くな る事 もあ るので はないで しょ うか?一 つ の業種 、 一つ の職種 を とっ

て も様 々 な工 程 が あ るの だか ら、"こ れ しか や らない、とい う学 生 ではな く"こ れ を中心 に(自 分 の専攻 をベ ー スに)

い ろい ろな事 をや って みた い、 とい う学 生 を育 てて ほ しい。

・当社 は専 門学 校卒 業者 を採 用 して4年 程 にな ります
。毎 年2～3名 の専 門学校 卒生 が入 社 して参 りますが、 決 して

大卒 に劣 る事 な く、期 待以 上 の成果 を挙 げて お ります。 た だや は り社 交性 、協 調性 等 は、幾 分 年齢 が若 い だけ に大

卒 に比べ る と不足 してお ります。 その点 は時間 が経 て ば解 決 しますが、 自分 の思 った事 を発 言 す る、団体 で行 動 す

る等 、 そ うい った訓練 を専 門学 校で も、多 少 な り時 間 を割 くと良 いので はな いか と思 い ます。

・近 頃 特 に、遊 び 中心 の学 生 が多 い様 な感 が あ ります。 専門 学校 で は実社 会(自 分 の希 望 す る業種)に 直結 した教 育

機 関 であ り、学 生 の応募 基準 を見 直 す必 要 があ るので はないか 。

・OSの 教育 に時 間 をか けて欲 しい
。

・ソフ トウ ェア業 界 にお いて は、 高度化 、複雑 化 が進 む一方 、技術 者 の不 足 が問題 とな って きて い る。 専門 学校 か ら

の技術 者 の供 給 とい うの も非 常 に重要 で ある。 したが っ て、 カ リキュラム の充実 をはか り、 よ り実務 に柔軟 に対 応

で きる学生 を教 育 して いた だ きたい と思 います。

・一 般常識 、 モ ラル等 が大 学卒 に比 べ る と低 いの で、 カ リキ ュラム に反映 した方が 良 い と思 い ます 。

・約10年 の採 用 と採用 後 の人 事 担 当の経験 か ら
、近年 の情 報処 理技 術者不 足 に よる求人 難 の影響 を受 け、学 生が企 業

内容 に よ り初 任 給 を中心 に企業 を選 択 して い る感 があ り、学校 側 で何 らか の指導 が願 えれ ば有 難 い と思 い ます。

・企 業 と学 校 、学 生が早 めに企業 選定 を行 な い、 その企業 に適 した、又 は必 要 な教育(専 修)を 実施 して欲 しい。

・今後 と も、優 秀 な技術 者 の育成 にご尽力願 い ます。

・弊社 の ソフ トウェ ア技術 者 の 内
、専 門学校 卒 の 占め る割 合 はか な りに達 しますが 、総 じて基 礎 学力(特 に文 章、 文

学)の 低 さ、 視野 の狭 さを感 じます 。大卒 が特 に優秀 だ とい う訳 で はあ りません が、敢 えて その相 違点 をあ げるな

らば、 この点 で はな いで しょ うか。専 門学校 に入学 した学 生 が ど うい う経 緯 で入 った のか に もよるで しょ うが、 も

し大 学 に入学 で きな かっ たか らだ とすれ ば、専 門学校 で はその不足 したカ を補 うべ きなの か、 それ と も他 の分野 の

能力 を伸 ばせ ば いい のか、 それ は各 々の方 針 に よる と思 い ます 。 ただそ こで弊社 としての立 場 で勝手 な こ とを言 わ

せ て頂 くな らば、専 門学 校 卒業生 に大 い な る期待 を寄 せ てい る中小企業 か らす れ ば、 目先 だ けの教育(単 な る知識

の詰 め込 み、 資格至 上主 義 、下 流工程 での作 業員 と して の即 戦 力 として)で はな く、企 業 に入 りあ と約40年 間勤務

して い くため の基礎 的 な勉強 、考 え方 も身 につ け させ て頂 きたい と感 じます。 しか し、 大企 業 や生産 ライ ンを持 っ

てい る会 社 か ら見 る と、 専門 学校卒 の学 生 に対 す る企業 内 での位 置づ けが弊 社 とは異 なるで し ょうか ら、期待 す る
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教育 内容 も当然違 って くる こ とで し ょう。今 後 に よ り一 層期 待 します。

・人員 確保 の ため、専 門学校 の講 師 を現 在行 ってい ます。 実質 、学 生 の1割 が 合格 、9割 が不 合格。 これ を9割 合格

にす るのに苦労 してい ます。企 業 の実態 、仕事 の 内容、 人間 関係 等、授 業 の中 で話 しを してい て も、 理解 出来 る人

は少数。就 職 シー ズ ンになれ ば、少 な くとも基 礎学 習 を繰 り返 し続 け るだけで す。

・現 在の専 門学校 生 は、企 業側 も学生 自身 も、大学 を落 ちて その結 果、専 門学 校へ 入 った とい う見 方 が大半 の様 です 。

特 にコン ピュー タ専門学校 の場合 は、 自 らの適性 を考 えず に、単 に就 職 に有利 で あ るとか、横 文字 の職種(SE、

PG)へ の あ こが れ の様 な ものが 多 く見 受 け られ ます 。 もち ろん優 秀 な学 生 も多 くい る こと と思 い ます が 、残 念 な

が ら我 々の様 な 中小 ソフ トハ ウス を受験 す る学生 は前 述 の ケース が大半 です。 そ の中で も最 も見劣 りす るの は、国

語 の基礎 学 力、 つ ま り 「読 む、書 く、話 す」 が苦 手 な こ と。企 業 の中 で重要 な報告 をす る、 レポー トを書 く力 が極

端 に低 く、 そ の対 策 に苦慮 してい るのが現状 です。

・①今後 も即 戦力 の養成 を期 待 した い。② また 、将 来 的 に はSEと して の能力 も活 用 したい と考 えて お り、SEと し

ての基礎知 識 も身 につ けて おいて欲 しい。

・"専門学校 を卒 業 した"と い う誇 りを持 て るだ けの学 力(技 術 力)を 養 って欲 しい。 いつ まで たって も"大 学 に入 れ

なか った"と い う意 識 を抱 いて いるの は困 る。

・プ ログラム作成 時 に おいて 、事務 フ ローチ ャー トを書 く習慣 が段 々 とな くな って きてい る と思 われ ます 。机 上 デ ィ

パ ックが 完全 で ない為 、 プ ログラム は出来 たが プ ログ ラムが正 常 に動 か なか った ケー ス。 又、 万一 この デー タが流

れ た らとい う特殊 な ケー スの時等 が作動 し ませ ん。 プ ログ ラムカ をつ けさせ る為 に も事務 フロー チ ャー ト作 りに力

を入 れて下 さい。

・学校 で は、 製造 要員 、保守 要員 、或 は機器 の使 用者 の教育 が 重視 され てい るが、社 会 の現状 は電子 技術 を全 く知 ら

ない素人 が コン ピュー タ応 用機 器 を利 用す る希 望が 高 い こ と。又 これ らの人 々の利 用 の増加 が、 コン ピュー タ関係

の 学校や業 界 の発展 につ なが って い る故、 電子 応用機 器 の利 用価 値や その取 り扱 い につ いて、素 人 に も十 分納 得 の

い く説明 が出来 る販 売要 員 の教 育が 必要 で ある。学 校 で は、 一応 の基 礎教育 が終 了 した時点 で学 生個 々 の希望 によ

り、セー ル スエ ンジニ アの教育 を行 える部 門(過 程)も 必要 と考 え られ る。

・入 学試験 時 に適 性 テ ス トを行 い、合 否 の判 定 に反 映 され る こ とを望 み ます。 社会 人 としての基礎 学 力 の充実 を図 っ

て下 さい。

・専 門バ カ とかい われ る ような片手落 ちな教育 で はな くて、 グローバ ル な視 野 を持 った豊 かな人 間形 成 を 目指 して も

らいた く、 その 中で専 門学 校 として の特 色 を出 して もらい たい。

・専 門学校 とい う こ とで、 その専 門分野 にか けて は相応 の人 材 を育成 されて い ます が、一 般常識 的 な知識 に極 端 に う

とい学 生 も見受 け られ ますの で、最低 限 の常識(た とえば"あ い さつ"'"電 話 のか け方"等)の 教育 も学校 で学 ん で

きていた だ きたい。

・専 門学校卒 の方 の弊 社 に於 け る採用 実績 が乏 しい為 、今後 数 年後 、具体 的 な要望事 項 等提起 可能 と思 わ れ ます。一

般 論 として、実務 処理 能力 が早期 に着 実 に発 揮 出来 る生徒 さん を、多数育成 して頂 きた い と思 い ます。(当 然 その為

に は企業 サ イ ドの 受 け入 れ不 備 を極 力無 くす事 、、研修指 導 を計 画的 に厳密 に設定 す る事が 第一 と思 い ます。)

・"専門"と い う名 前 が示 す よ うに、その学校 が タ イ トル として い る もの に重 点 を置 き、企業 内で その部 分 に つい ては、

あ る程度 スムー ズ に立 ち止 まれ る ように希望 し ます。

・専 門知識 は もち ろん ですが 、一般 教養等 の幅 広 い知識 を習 得 して、 広 い視 野 か ら物事 を判 断 出来 る人材 を育 成 して

い ただ きたい と思 い ます。

・今後 も優 秀 な技術 者 の育成 に力 を注 いで いた だ きたい と思 い ます。

・今後 、ます ます発 展 して いか なけれ ばな らな い企 業 を支 え る人 材 を育成 す る場 所 として専 門学 校 に期 待 して い ます。

情報処 理業 務が好 きで、積 極 的に物事 に取 り組 ん でい く人材 を養 成 して ほ しい と思 い ます。 そ の ため に は、 いか に

楽 しみ を もちなが ら学業 生活 を送 って も らえ るか 、 とい う こ とを実現 す る様 な カ リキ ュラム を用意 す る こ とが課題

にな る と思 い ます 。 この こ とは、企 業内 で の育 成 の方法 に も合 致す る課題 の一 つ と して あげ られ ます が、早 期 の育

成 とい う観 点 に注 目 します と在 学 中での育 成 も重要 か と思 われ ます。 今後 の検 討 項 目の一部 として、 とりあげ て下

さい。

・プ ログ ラム設計 の 仕方 、手順 等の基 礎 を十 分 に教育 して いた だ きたい。応 用 は企 業 内 にて教育 を行 う。 専 門学校 で

勉 強す る以上 、何 らか の資格(国 家 試験)を 一 つで も取 る よ うに指 導 してい ただ きた い。 将来 、本 人 の 自信 にっ な

が る。

・就 職率 を上 げ る こ とだ けで はな く、全体 の レベ ル を上 げ るこ とを考 えて欲 しい。学 力不 足、態 度 不良 で の就職 が あ

るよ うに み える。
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6.2専 門学 校

・企 業 に対 して次 の よ うな質問 を した い。① プ ログ ラム教育 か らSE教 育 に移 行 して い く方 が望 ま しいで しょ うか。

②人 工 知能 に関 す る教育 の必要 性 は いかが で し ょうか 。③通 産省 が行 って い る試験 に合 格 す る こ とは重要 で しょ う

か。

・企 業 の本音 が聞 きたい。① 専 門学校 卒 の勤務 状況 。② 専門学 校卒 の給与体 系 。③ 専門 学校 卒 の退職 率。④ 入社 後3

年 、5年 、10年 の職種(オ ペ レー タか、 プ ログ ラマか 、SEか)。 ⑤ 専門 学校 教育 で役立 って い る もの、不 足 して い

る もの。

・本音 の所で の意 見交 換 が、企業 と専 門学 校相 互 の発展 に資 す る。

・即戦 力 と して の人材 だ け を求 め るので はな く、企 業 とと もに育 つ ことので きる人 材 をい か に して養 成で きるかの観

点 よ り、専 門学 校 で は何 をす べ きかの意 見 を どん どん出 して欲 しい と思 い ます。

・現在 の教育機 関 におい て、企業 側 との ギ ャ ップが 少 ない学校 と考 えて実 学 を多 く取 り入 れて教 育 して いる し、 今後

とも充 実 した学 校 に したい と思 ってい る。

・専 門学校 の情 報 処理 教育 は実践 教育 で あ り、 学問 の領域 とい うよ り実務 教育 の色 合 いが強 い と思 い ます。 た だ企業

サ イ ドのニ ー ズ を把握 す る事が 必要 と思 い ます。

今後 とも重 要 な情 報 交換 の場 で もあ る各種 研 修へ の参加 交 流 を通 して、教 員 自身 の知識 を向上 させ るこ とが大 切 で

ある と思 い ます 。

・卒業 生 の研修 体制 、技 術 レベル の企業 間格 差 が大 きす ぎる。 レベ ルの低 い 自称 「ソフ トウ ェア業」 が多 い。

・最近 、情 報 サー ビス産 業 の体 質 を問題 祝 す る意見 を耳 にす る こ とが多 くあ ります 。学生 を送 り出す側 か ら言 え ば、

学生 が将 来安 心 して情 報処 理技術 者 と して(当 然本人 の努 力 が必要 であ るが)、 働 ける業 界 で あ るよ うに改 善 して頂

きたい。

・専門 学校 で は、就 職 を 目標 とし基 礎 ・関連 ・一 般 の教育 を行 って いるわ けで すが(学 校 に よって は、2種 合格 を目

標 に した教 育 だ け をや ってい る所 もあ る ようです が)、今 ほん と うに企 業 が求 め てい る知 識 とは何 なのか 、ど うい っ

た人 材 なの か、 な ど色 々 な情 報 を教 え てほ しい。

・専門 学校 で は、即 戦力 とな りう る企業 人 とい うこ とで教 育 して いるが、2年 間で はや は り基 本 的 な教 育 が主 た る も

の とな り、応 用力 にか ける。 企業 独 自 の業 務 内容 もあ る こ とです し、企業 に入 ってか ら3ヶ 月程度 は、企 業 内教育

を行 ってい ただ きた く思 い ます。 また就職 活動 の学校 へ の持 込み は、な るべ く遅 い時期 に と希 望 いた し ます。

・専 門 学校 が、企 業 で求 め られ る人 材 を養成 す る教育機 関 で あ るこ とを考 えれ ば、専 門学 校 と企 業 との交 流が不 可欠

で あ るこ とは当然 で あ る とい え ます。 その意味 か ら、企 業側 か らは もっ と専 門 学校 に要 求 を出 してい ただ きたい。

現 在 や将来 にわ たっ て どの ような人材 が必 要 で、 その うち専 門学校 に は どの ような部分 を期 待 す るのか、 そ の よ う

な人材 が備 えて お くべ き能力 は何 なのか、 とい った こ とを企業 の立場 か ら学 校 に要 求 して よい と思 い ます。 その上

で、学 校 で実現 可能 な教 育 とそ うで ない教育 につ いて、交 流 の場 を通 して相 互検 討 が で きるの で はない で し ょうか 。

・情 報処 理技 術者 不 足が解 消 され ない業 界 に
、年 々離職 率 も増加 し、動 向 を心配 してお ります。 特 に本 校 で は年 々 と

プ ログ ラマ、SEと いった情 報系 企業 へ の就 職 希望者 が 減 ってお り、学 生調 査 の結 果、 旧情 報 系企 業イ メー ジが根

強 くあ る こ とが分 か りました。よって学 校、企 業 の交流 を深 め、意見 を交換 で きる ような機 会 を設 けて い くこ とが 、

必 要 で はない か と思 い ます。

・よ く企 業 の方 は大学 、短 大生 に比 べ る と基礎 学 や一般 教 養 におい て専 門学校 の学生 は欠 ける と言わ れ ますが、 その

分 実習 時間 に当て てい るの で、 その ところ を理解 して いた だ きた い。

・専 門課 程 の学生 だけで な く
、 高等課 程 で プ ログ ラムが組 め る学 生 に も注 目 してほ しい。

・就職 担 当者 で な く、教師 と して企業 の 方へ希 望 を述 べ ます。最近 、就職 活動 の時期 が前倒 しにな ってい ます。 この

ため学 生が授 業 を抜 ける こ ととな り、授 業 の進行 へ の影響 が増大 してい ます。 このた め、2年 制 の学 校 の授業 レベ

ル が低 下 して きて い るよ うに感 じ られ ます。 そ こで、 授業 の時 間帯以外 で企 業 説明 会等 を設 定 して頂 ける企業 が あ

りました ら、学 生 に対 して積極 的 にア ピー ル して い きた い と思 い ます。

・求人 票 に書 かれ て あ る職種 と事 な る職 種 に配 属 され る例 が少 しあ ります。 と くに専 門学校 卒 業生 の場 合、 どんな企

業 に とい う よ り、自分 は どん な 内容 の仕 事 を行 うか とい うこ とで就職 す る こ とが ほ とん どです ので 、その辺 は、はっ

き りさせて いた だ きた い。 又 、給与 面 な どで分 か りづ らい とこ ろもあ ります 。

・高等 専修 学校 につ いて、 ご理解 を深 め てい ただ きた い。

・企 業 の意 見、 要望 等 を積極 的 に学校 に来 校 して伝 えて頂 きた い。

・専 門 学校 卒業 生 に もい ろい ろな人 が い ますが 、大 学生 の多 くは22才 で卒 業 し、専 門学 校生 は20才 で卒 業 します 。 こ
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の2才 の違 い は成 長期 にあ る事 を考 える と大 きな違 い があ り、 この まま比 べ て は もらいた くない。 専門 学校 生 が会

社 に勤務 して2年 後 に入 った学 生 と比 べて ほ しい。もち ろん多種 多様 な人 が い るので こ うだ とは断定 で きませ んが、

専 門学校卒 業生 に もす ば らしい人材 が い る ことを知 って欲 しい し、温 か く育 て てほ しい。

・専 門学校 の社会 的立場 を尊 重 し、採 用面 で差 別 を しないで ほ しい と思 う。2年 制 は短大 卒、3年 制 は大 卒 と短大 の

中間 、4年 制 となれ ば大卒 と同 じ捉 え方 を して ほ しい。大 卒 しか採 用 しな い会社 とか、 入社 時か ら差別 した仕事 の

与 え方をす る企 業 もあるが、常 にス ター トライ ンは平 等 に して ほ しい と考 え る。 それ か ら先 は、本 人次 第 で正 し く

公平 な評価 を して い ただ けれ ば よい。

・最早 、 コンピ ュー タ な しで は企業 は動 か ない。 また コン ピュー タ リテラ シー は、 現世 に生 きる人 間 の必須 の学 習対

象 とな るで あ ろう。 コ ンピュー タが もた らす生産 性 はまた、人 類共 通 の遺産 で あ る。 ロボ ッ ト、 その他 の作業 な い

し働 きに よる生産 価値 は人 類共 通 の財産 で、 一部 企業 や企業 主 が独 占 し、 その富 の配分 はす べて の人類 にな され、

人 間 は愛 と平和 を育 て文化 の享 受 を更 に拡大 し、 地球 に生 きた意 味 を追 求 し、 その高 まりを後 世代 に残 す義 務 を有

す る。 日本 の帝 国主 義的 、制圧 主義 的人 間性 は世 界か ら排 除 の対 象 とな り、 地球 か ら抹 殺 され る運 命 を さえ担 い つ

つい る と解 す べ きで あ ろ う。今 後企 業 は他 を生 か し、 自ら も互 恵 の立 場 を とらない限 り発展 しない ので はな いか。

その 平和 社 会 の管理 、監 視 の た め コ ン ピュー タ の役割 は更 に力 を発 揮 す る。 そ の検 証性 を期 待 出 来 るの は、 コ ン

ピュータに よる ほか はない。 そ う した方向 に企業 主 の頭 の切 り替 え を是 非 、行 うべ きもの と思 う。

・情報 系学生 に対 す る期 待度 は年 々 高 まって くるが 、即 戦力 としての役割 を過 大視 す る こ とな く、'個々 の能 力 に見 合 っ

た形 で指 導 して ほ しい。 一特 定分 野 の業務 の みな らず、 巾広 い形 での経 験 を積 み重ね て い くこ とを望 む。 専 門学校

に対 する認 識 の乏 しい企 業 に は、 専門 学校 の社会 的貢 献 の実績 を改 めて認識 し、専門 学校卒 業 を意識 した賃金 体 系

等 も整 えて頂 きたい。

・企 業側 も専 門学 校 の 内容 を よ く見 学 され、 カ リキ ュラ ムや授 業 内容 を見 てい ただ き、 学生 の募集 へ の参考 に してい

た だ きたい。専 門学 校 とい うものの軽 視 を、学校 側 の努力 と共 に企業側 もな くして もらい、「資 格 は力 な り」とい う

事 を評価 して も らい たい と考 え ます。 知識 偏重 で はな く、人 間性 の教育(社 会人 として の基 礎教 育)が な され てい

る ことも、学校 側 と して は見 て もらい たい と考 えます。

・一部 の企 業 と思 われ るが、入 社後 の配 置等 につい て学生 との約束 を守 らない企 業が あ る。 学生 は就 職先 決定 につ い

て は、当然 なが らい くつか の企業 を訪 問 し、 内容 を得 た会 社 の 内容 と自己 の適 正、仕 事 に対 す る考 え方 を総 合 して

決定 す る。 そ して、希 望 に満 ちて入社 す る。 ところが企 業 に よっ ては説明 会 の時 の内容 と異 な る部 署 に配置 し、 本

人 の希望 を無 視 し本人 に失 望感 を与 え、仕 事 に対 す る意欲 、 情熱 を失 わ しめる企業 が見 受 け られ る。企 業 の事情 も

あ る と思 うが、入 社前 に無 責任 な約 束 を しないで ほ しい。

・以前 と比 較 すれ ば、専 門学 校 に対 す る評価 が大 部 高 くな って きて いる と思わ れ るが、 まだ一部 の企 業 で は専 門学 校

生 の能力が 低 い と考 えて い る ところ もあ るよ うで あ る。 専 門学校 に対 す る正 しい認 識を 持 って も らい、大 い に力 あ

る学 生 を社 員 として採 用 して頂 きたい。

・専 門学校 に も身体 に障害 を もっ た学 生 もい るので 、企業 として も身 障者 の雇 用 を積 極 的に進 め て欲 しい。

・企業 の研究 は一歩 先 ん じて いるの で情報 交換 を し、学校 側 も常 に最 先端 を歩 む ことが で きる よ うに、 提携 ・協 力 で

き る企業 があれ ば と考 える。

・特 に意見 として はご ざい ませ んが 、今後 の希 望 として申 し上 げ るな らば、専 修学 校制度 が確 立 され て15年 を経 過 致

し ました。 確立 当初 か ら昭 和60年 前 半 に於 て は専 門学校 の認知 度 は今一 つ の感 が あった様 な気 が し ましたが 、以 降

に於 ては景 気 の影響 はあっ たにせ よ、 採用欲 又 、指導 内容 等 か ら短 卒 よ りも専卒 を と言 う企 業 が増 え て きたの は実

感 す る所 です。 我々 も この現 象 に 「あ ぐ ら」 をか くことな く、ニ ーズ に即応 す る為 の教育 システ ムを確 立す る気 構

えで すので、人材 不 足 だか らや む を得 な いので は な く、人 材不 足 だか らこそ専卒 者 に目 を向 けて頂 きた く思 い ます。

・① 情報処 理技術 を専 門学 校 に対 し開放 して欲 しい。② 採用 す る人材 の技 術 レベ ル を もっ と明確化 して欲 しい。③ メー

カー は、 専門学 校 に対 し設備(ソ フ トも含 む)導 入 時 の金 額 的考 慮 をすべ き。

・全 専各連 の 「第2次 制度 検討 委員 会答 申」 が まとめ られ 、大 幅 な改革 が提 案 され た この機 会 に新生 「専 門学 校 及 び

教 育 」に関す る更 な る理 解 とご認 識 をお願 い した い。 なお、 学校 運営 を取 り巻 く諸般 の状 況 を も併 せ 、 ご賢察頂 け

れ ば幸 いです 。

・求 人 いた だ き、卒 業生 を指 導 いた だ く企業 に感 謝 して い る。

・4年 制 大学 との比 較が 問題 あ り。同 じ就職 活動 をす るの に2才 の年令 差 は、現 在 の学生 に とっ て大 きな痛手 とな る。

・専 門 学校 の学 生 の方 が短大 の学 生 よ りも目的意 識 が ある 「よい子」 な ので、採 用 に対 して もっ と門戸 を開 いて欲 し

いo

・企業 のニ ーズ に対 す る教育 を実 践 して お り、求人 に は大学 ・短 大優 先 とか 、過去 の専 門学校 に とらわれ ず新 しい専
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門学校 の現 実 を見定 め てい ただ き、求 人 して いただ きた い。

・大 学 ・短大 に こだわ り
、 専修 学校 を受 け入 れな い企業 もまだ多 い。企 業 の体 質 もあ るの で、急 に は変 える こ とは不

可 能 だ と思 うが 、専修 学校 を見直 し専修 学校 生 の採用 へ と一 歩前進 してほ しい。

・シス テム開 発能 力 を養 成 す るた めの教材(シ ス テム ・ソフ ト)は 一見 オ ー プ ンの ように見受 けるが 、大学 や高校 の

教材 の ように公 開 されな い企業 秘密 の面 が あ るので、新 技術指 導 に大 変苦 慮 してい る。結局 は自 ら開発 能力 を養 い、

開拓 す る しか ない。学 校 が指 導力 を付 け るに は、企 業 と提 携 して簡単 な もの か らで も良 いか ら共 同 開発研究 を行 う

のが良 い もの と思 う。

・プロ グラマ の適 性検 査 を採 用 の時重視 して いる ようです が
、学校 の内申 の成 績 を第 一 に考慮 してほ しい。

・専修 学校 教育振 興会 で行 う能力認 定試 験 の評価 を高 くし
、A級 合 格者 に っい て は、2種 同様 の扱 い を してほ しい。

・若年 労働 力 の確 保 が一 層困難 な時代 を迎 え よ うとして いる
。加 えて、 高度 な技術 体 制へ対 応 で きる人材 育成 も要 望

され て い る。 このよ うな時代 にお ける産業 教育 の在 り方 を考 え ると、従 来 の様 な研 究費 を出 す とい った程度 の協 力

で な く、指 導教 官 の育成 、講 師派 遣 な どを含 めた産学 協同 の実 をあ げ、 専門 学校 が 企業 の研究 機 関 と して位 置 つ く

ように レベ ル ア ップ され る ことが 望 まれ る。

・給 与面 等 、専門 学校 の卒 業生 の立 場 を明確 に して ほ しい。 又 、22才 に な った時 に大卒 の初 任給 の基 準 とをど うして

い くのか。 実力 が あ る人 の場合 、低 い とや る気が な くな る。

・企業 との協 力 につい て は
、①教 員 の研修 …既 に実施 してい る とこ ろで あ るが 、研修 後 の勤務 状 況 は研 修前 と比 較 し

て、格段 に向上 して お り教 員 自身 の充実 向上 の ため に も教育 内容 の向上 の点 か らも極 め て有 意 義 であ り、今後 と も

推進 したい。② 企 業 か らの講師 派遣 …新 技術 の導入 、講 師 の実務体験 な ど多 くの面 で期 待 で きる、 学生 も単 にエ ン

ジニ ア リングの面 だ けで な く、精 神 的 に も感 化 を受 けるので はな いか と期 待 して い る。

・企業 の 方々が専 門 学校 生
、 特 に この情 報処 理 系卒業生 に望ん でい る もの は、企 業体 に よ り、 また企業 の規模 ・業種

に よ り千差 万別 のよ うです 。卒業 して い く学生 の希望 も多種 多様 で すが、教 育 内容 は もち ろん 、学校 は設備 の面 で

充 分 な教育 体制 が とれ ない場 合 が多 くあるの が現状 です。教 員 の資質 向上 、設 備 の充実 が望 め た ら と思 い ます。

・学 校 で も努 力 して い くので 、企業 側で も即 戦力 に過重 な期待 を持 たず 、社員 の企業 内研 修 に時間 を充分 か けて いた

だ きた い。(遅 咲 きの若者 も少 な くな いの で。)

・卒 業後 、 コ ンピ ュータ専 門職 と して働 く学生 は3分 の1も お りません。 それ ほ ど専 門学校 生 の能力 は低 い ものが あ

ります 。 これ は、高校 で の進 路指 導が 良 くな いためで 、高校 教員 の コン ピュー タ技術 者 への理 解不 足 で ある。高校

段 階か らの情 報教 育 を企業 に もお願 い した い。 また企業 によ り、必 要 な人 材 像 は異 な る と思 い ます。専 門学校 は基

礎 と勉強 の仕 方、 積極 性、 協調 性 を学 ぶ所 と考 えてお ります が、 この ため即戦 力 と して の期待 は少 なか らず無 理 な

点 が多 い。 や は り人材 育成 は企 業 の責 任 に おいて 、時間 と金 をか けて成 され る もの であ る。優 秀 な技術者 は専 門学

校 で は無理 。 せ めて優秀 にな りうる人 材 を育成 したい と思 ってお ります。 い ろい ろな企 業 の方 々 と話 し ます と、 こ

の点 で は一 致 してお ります 。 これ は専 門 学校 だ けで はないの ですが。残 念 な が ら、 専 門学校 は2種 、1種 に相 当数

の時 間 を とられ、企 業 で使 え る実 践教 育 に はほ ど遠 い所 があ ります。更 に学校 の生 き残 りとして、検 定取 得競 争 が

あ る以 上負 け られ ませ んが、 なにか変 な気 持 ちで お ります。検 定 を取 れ て も使 い もの に な らない学生 も多 いので、

何 の ため に検 定 を受 けるの か理解 した上 で学生指 導 して い きたい と思 い ます。2種 が取 れ な くて も良い学 生 もお り

ます。

・卒 業生 か らの要望 として
、新 入社員 教育 を きちん と実施 して ほ しい とい う こ とを聞 い てい ます。.OJTと 称 す る放

任教 育 がな され て いる よ うな話 も聞 い て いる。

・女性 の情 報処 理技術 者 の退 職者 に対 す る再雇 用 を
、真剣 に考 えるべ きだ。 結婚 退 職又 は、子育 て後 で も費 用的 に安

価 なパ ソコン通信 や フ ァッ クス等 に よ り、 自宅 で 出来 る仕事 が多数 あ る はず だ。 ア ルバ イ トやパ ー トとい う身分 で

な く雇 用 して もらい たい。

・学 校 とい う限 られ た世界 にい る学 生
、職員 に対 して視 野 を広 げ最新技 術、 ノウハ ウ を吸収 させ て いか な けれ ば な ら

な い。 そのた め に も、何 か し ら企 業 の交 わ りを もち、 リフレ ッシュす る機 会 をつ くって いた だ きたい。 た だ具 体 的

に ど うこう とはい え ませ んが 。

・① 企業 との交 流 を盛 ん に した い
。 特 に企業 内実 習、講 師及 び社 員 の派 遣等 。人 の交 流 を多 くしたい。②共 同テ ーマ

に よる共 同研 究 ・開 発 を行 い たい。 その場 合、 研究費 及 び開発 費の一部 を負担 して欲 しい。③ 奨学 金 を少 し出 して

欲 しい。 ④企 業 だ けの利益 で はない、地 域社 会 の メ リッ トな ど も考慮 した活 動 で あ って欲 しい
。 ⑤利 潤追 求 で はな

く、省力 化 ・省資 源化 ・効 率化 ・高 度化 等 を 目的(目 標)と して欲 しい
。⑥ 環境 保全 を前提 と して欲 しい。

・情 報 系専 門学 校 との結 び つ きを
、深 め て も らい たい。具 体的 に不足 してい る知 識 、分 野 の産 学協 同研 究や 専門分 野

の公 開講座 な ど企業 のバ ックア ップが必 要で あ る。(特 に、専門 学校卒 業生 が単 な る現 場作 業者 化 してい る事 実 を見
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っ めて もらいた い。)

・現在 、資格 を中 心 と した学習 が、 専門 学校 の主 流 にな って い る。 在学 中 に、努 力 して資格 を取 得 した者 に対 して、

ぜ ひ資格手 当等 の金銭 面 のみ な らず 、他 の待遇 にお いて も一 考 して いた だ きたい。 専門 学校 は、 資格 だ けを 目的 と

して いるわ けで はないが 、 自己の学 習 に対す る満 足感 を資格 は与 えて くれ る。在学 中の取得 者 とそ うで ない者 の適

切 な評価 をお願 い した い。 そ うす るこ とによ り、 専門 学校 時代 の2年 間 をさ らに有意義 な ものへ と変 える学生 が増

えて くるの で はないか と考 え る。

・専 門学 校 にお け る教育 は、企 業等 にお いて即 戦 力 とな りうる人材 の育成 にあ ります が、教 育期 間 が2年 間 と限 られ

て い るこ と、情報 処理 技術 が 日進 月歩 で あ る こ とな どか ら、社会 の ニー ズ に応 え られ る人材 育成 の ため に も企業 側

か ら、求 め る人 間像 を知識 、技術 の両 面 か ら具体 的 に提 示 してい ただ けれ ば幸 いです。

・シス テム設 計 や プロ グラ ミング手法 につい て、 で きる限 りの情 報 を公開 して いただ きた い。

・就 職試験 の 開始 を高 校 同様 、9月 以降 が望 ましい。

・専 門学校 は、大学 ・短 大 とは違 った方 向性 、独 自性 を もち、 常 にそ の教 育 レベ ル の向上 を図 り、 多 くの質 の良 い人

材 の育 成 に努力 して い る。 企業 の側 か らみ る とまだ まだ不十 分 との見 解 もあるか もしれな いが、情 報 関連企 業 に限

らず企業 の側が 、専 門学校 卒業 生 に対 す る雇用 面 、待遇 面 な どで の評 価 を確 立 して も らえれ ば、専門 学校卒 業生 の

はげ みにな る と思わ れ る。

・本校 で は自動車 整備 科 と情 報技 術科 を設 置 して お ります が、 自動車 整備 科 につ い ては産学 協 同 に よ り教材 等 の積極 ・

的 な提供 を頂 い てお ります。情 報技 術 科で は、教 材 等 の提 供 もほ とん どない状 況 です。職 業 教育 に は産 学協 同 は欠

くことので きない もので あ り、情 報産 業界 も積 極的 な協 力 をお願 い した い。

.企 業(特 に情 報 系の企 業)が もっ と専 門学 校 の実態 、 と りわ け学 生 のモ チベ ー シ ョンの実態 や生 活習慣 に関心 を理

解 して ほ しい。 そ のた めに は、 学校 は もうか らない とい う経済 レベ ル の短 期 的 な論理 だ けで な く、一 種 の社会 的 な

責 任 とい う視 点か ら、企 業の人 を非 常勤 教員 と して使 わ せて ほ しい。長 期 的 にみれ ば、企 業 に とって も若 者 の実 態

を知 る ことは絶対 に プラ スにな る と確信 して い る。

・今 後 ます ます多様 化 して い く情報 産業 界 にあ って 、有能 な ソ フ トウェア技 術者 の不 足 は切 実 な 問題 とな って きて い

る事 は周知 の事 です が、 こう した中 で情報 処理 系専 門学 校 が如何 に有 能 な人材 を輩 出 して い くか とい う事 が、 学校

側 に課せ られ た問題 とな ります。然 しなが ら、専 門学校 教育 は まだ まだ充分 とは言 えな い点が 有 り、企業 に対 し即

戦 力 にな る人材 の輩 出 に は至 って い ない ので は と感 じて い ます。専 門学校 で は、よ り一 層 の教育 レベ ル の向上 を図 っ

てい く事 は当然 の事 で すが、 企業 におかれ ま して もよ り充実 した新 人教 育 ・技 術研修 を行 って いた だ き、新 入社 員

の育成 につ いて、 よろ し くお願 い した い と思 い ます。

・長 期 的 な視 野 で、社員 の育成 に取 り組 んでい た だ きたい。

情 報 処縣 の牲 採 用 に当た 。て、 艮ロ戦 力 にな りえる人材確 保 はいい ので すが ・入社 後 は長期 的視 野 に立 ・た幅 広

い教 育 を実施 す る ことに よ り、業界 にお ける社員 の定着率 を上 げる よ う努力 して いた だ きたい。

この ことが、 高度情 報社 会 の健 全 な発 展 につ なが る もの と考 えます。

・学 生 は企業 に入社 してか らの新技 術 の習得 や 、ス キル ア ップ につい ての不 安 を抱 いて い る様 で あ る。 このた め、入

社 後 の社内研 修 、教育 等 に積 極 的 に取 り組 ん で頂 きたい。

.あ る企業 の人事担 当者 か ら 「専 門学 校 は、電 話 のか け方 とあ い さつが 出来 れ ば充 分 です。 技術 的 な こ とは、会 社 で

指 導 しますか ら。」と聞 いた こ とが あ る。専門 学校 教育 に対 して この よ うな意 見 を持 っ てい る企 業 は、 かな り多 いの

で はないか と思 う。 専 門学校 と して2年 間 で教 える内容 は制 限が あ る と思 い ます が、 い ままで の経験 か ら多 くの学

生 が即戦 力 とな って い る と思 い ます。この よ うな、受 け とめ方 のズ レ をな くす努力 を して いた だ きたい と思 い ます 。

当校 は、今 年4月 か ら本格 的 に情 報処 理 関連 の学 科 をス ター トします。 目標 は、 第2種 取 得+実 践 教育(高 度 なプ

ログ ラ ミングをそれ ぞれ一 分野研 究 の対 象 として い く)で す。

.情 報 処理技 儲 を離 す る専 門学校 で}ま、情 報処 理教 育実 習 のた めの蹴 設 備 の繍 充 実・ 又・ 常 疎 しい臓 技

術 を有 す る獅 陣 を要 す る ことが 不可 欠 な こ とで あ る.そ のた め には・多 大 な施設 設備 鞭 費が か さみ・ 又・額

研 修 の場 の確保.輔 研 修期 間 中の倦 獺 の確保 ・醐 等 も大 変 な こ とであ る・わ が国産 業締 界 の有 為 な人材

を育 成す る専門学椥 ・対 し、産業 締 界 か らの専 門学校 の物 的 ・人 的条件 整 備 につ いて・ 一層 の理 解 潮 力 をお願

い したい。

・新入 社員 にっ いて の 「ホメ たい新入 社 員」、 「ク ビに したい新入 社 員」 の具 体例 を学 生 に読 ませ る様 に ま とめ た もの

が欲 しい。

.ソ フ トウ ェアの 開発 等 にお いて 、現在 は各 企業 が独 自の体勢 を とって い る。 しか し、 専門 学校 で の教 育 を う ま く生

かす ため に も、 開発工程 及 び技術 にお け る標準 化 が な され るべ きで あ る と思 う。 こ うなれ ば、 教育 内容 もおの ず と
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方 向性 が定 ま り、 よ り有効 とな るはず であ る。

・コ ン ピュータ関係 の就 職窓 口 は広が ってい るが、 それ以 外 の就職 にっ いて は、 まだ門戸 が狭 い様 に思わ れ る。

・就職 試験 の 際、一 部 の大手 企業 で は 「受験 す る学生 を○名 に しぼって も らい たい。」 とい う要望 を出 して くる。事 務

処理 が煩 雑 に な るの を嫌 う感 じだろ うが 、 これ を暗黙 の うちに学業成 績 の優 秀 な者 しか受験 させ ないで くれ とい う

意味 に も とれ る。 企業 エ ゴ の一 種 と思 うが、 どの企業 も言 うように 「人物 本位 で採 用 」 を実践 す るな らば、成績 を

重視 しす ぎる こ とな く、広 く受 験 の機 会 を与 える ような度量 が欲 しい。結 果 として成績 優秀 な者 が採 用 され た とし

て も、 そ の とき は誰 もが納 得 す るだ ろう。

・企業 内教 育 と専 門学校 教育 の重 複 した無駄 をな くし
、合 理的 な教育 カ リキ ュラム を完成 させ る こ とが、情報 技術 者

不足 を解 決 す る と思 う。

・売上 げ拡 大 だ けを 目的 と した営 業戦 略(例 えば、人 材 派遣)を あま り取 って欲 し くない。技 術力 の蓄 積 ・向上 に努

め経 営基 盤 を着実 に 固め て行 って もらいた い。 しっか り社 会 に根 をお ろ した企 業 として資本 を充 実 し、人材 育成 ・

商 品力 の強化 を目指 し益々 の発 展 を期 待 したい。

・卒業 生 の少数 意見 あ るい は採用 企業 の受 け売 り として
、「専 門 学校 の教 育 は役 に立 た ない。 高卒 で も(社 内)教 育 で

足 りる」と良 く耳 に し ます 。場合 によ って は、当 の企業 の採用 担当 か ら も聞か され る事 が あ りますが 、「学校 」の位

置づ けを企業 サ イ ドが 判然 と理 解 して いな いので はな いか と思い ます。 この よ うな点 で 互 い に誤 解 して い る事 も

少 なか らず あ る と考 えて い ます が、 これ を解決 す るた めに も相 互 に理 解 を深 め るチ ャ ンネルが、 必要 で ある事 を痛

感 して い ます。 この ため歩 み寄 りを図 る企 画 が双方 に必要 なので はない で し ょうか。 また、 企業 関係 で採用 を図 る

際、 もっ と もっ と巾 を広 げて独 自の求 人票 送付 を積極 的 に行 い、学生 の受験 機会 を増大 させ 、 その 中で公平 な選 択

を行 って欲 しい。

・企 業 の新人 研修 制度 につい て、一 層 の充実 を期 待 す る。 プ ログラマの不 足 、指 導者 の不 足 な どの理 由か ら企 業案 内

な どに記載 されて い る研 修期 間 の半分 に も充 たな い期 間 で研 修 を打 ち切 られ、実 務 に就 か され るケ ースが多 い と聞

きます。専 門学 校卒 者 は、大 卒者 に比 べ基 礎学 力や知 識 の面 で弱 い部分 が あ る と思 われ ますの で、研修 制度 の充 実

を期待 し ます。 労働 条件 、特 に勤務 時 間、残 業 時間 の実態 を知 りたい。

・就 職 の ため の選 考開 始 につ いて の申 し合わ せ協 定事項 を守 ってほ しい
。(学校 教育 が適 正 に実施 され、 また学 生 の就

職 の機 会均 等 ・公 平性 を確 保 す る観 点 か ら。)情 報 系 の企業 で は、で き るだ けSIの 登録 ・認 定 な どを受 ける こ とに

よ り学 校側 よ り安 心 して学 生 を推 薦で きる職 場 に して ほしい ものです。

・企業 は情報 処理 技術者 の待 遇 改善
、地位 の 向上 を はか る努力 を してほ しい。

・SEと しての教育 にお いて は、企業 が希 望 す る人 材 として の 「能力 」 を重要視 す るのか 、 それ とも 「資 質」 を重 要

視 す るのか で、 おの ず と専 門学 校教 育 の内容 が異 な る。様 々 な弊害 はあ るが 、通 産省 第2種 情 報処 理技 術者 試験 に

見 られ るプ ログラマ指 向 的 な人 材 を輩 出(合 格)す るに は、 広範 囲な知識(特 に関連 分野)を 修得 させ な くて はな

らず、 資質 面(SEに は一 番重 要)の 教育 がお ろそか にな っ て くる。特 に2年 課 程 で はその様 相 が強 い。以上 は1

つ の例 で あ るが 、そ れ らの妥協 点 を産 学 問 で検討 しな けれ ば な らない。 つ ま り企 業 への期 待 でな く、将 来 を考 えた

もの として教 育 のあ り方 を考 えて い く事 が先 決 であ る と考 え ます。

・学生 が学 校 を卒業 し企 業(実 社 会)に 入 っ た時
、 ほ とん どの者 はその期待 と夢 を打 ち くだか れ る。 また企業 内 にお

い て も、意欲 的 な社員 が入 って きて も長続 きしない とい う悪 循環が続 いて い るよ うで あ るが 、 これ は労働 市場 にお

い て人手 不足 か ら、仕 事 の集 中化、 マ ンネ リ化、 あ るい は物 理的限界 を越 えた仕 事量 の ため 、社員 の技術 能力 の低

下、 企業 へ の不信感 、 過労 と長 時間労 働 に よ る健康 と余 暇 の不足等 を招 き、社 員 を失 う結 果 とな る よ うで あ る。 こ

れ はベ テ ラ ン社 員 の代 わ りに残 った者 へ の圧 迫、 また は何 も知 らない新入 社員 の 採用 とい った形 で、 よ り一層 の相

対 的 人手 不足 を もた らしてい る ように感 じる。 したが って、 企業 にお いて は社 員 の スキ ルア ップ を図 り、か つ、無

理 のな い労働 条件 に よ り会社 に対 す る満足 や 、社員 一人 一人 のや りがい をか もし出 す必要 が あ る と思 う。

・求人誌 を は じめ として 、世 の中 に は情 報処 理 技術者 に対 す る求人広告 が氾濫 して お りますが、 若者 が待遇 を錯 覚 し

やす い よ うな もの も多 々有 り、又 、安 易 に転職 をす る傾 向 を助 長 してい る よ うな とこ ろ も見 受 け られ ます。責 任 あ

る雇 用 と求 人 方法 の見直 し、求人 広告 へ の良識 を求 め ます。

・高 卒2年 間 の専 門教育 の現場 で は、人 間教 育 の面 での不足 は否定 で きな い。 した が って、人 間 的 に未 熟 な卒業 生 も

多 く見 受 け られ る。 そ こで企 業 にお願 い した いの は、専 門教 育 の高度化 は勿 論 の こと、人間 教育(社 会人 と して の

教 養 な ど)に も多 く時間 を設 定 して欲 しい とい うこ とで あ る。

・専 門学 校卒 業生 は短大 卒以 上 の学 力、技 術 を習 得 して いる事 実 を認 識 して い ない企 業(大 手 企業 に多 い)が あ るの

で 採用 に当 り理解 を示 して欲 しい。

・企 業へ の入社 後 、 どの よ うな教育 があ るの か、 また 自己啓発 の重 要性、 具体 的 な仕 事 内容、 将来 の仕事 、 そ して働
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く事 の厳 しさ、喜 び等 を学 生 に伝 えて ほ しい。 この ため にセ ミナー形 式 で学生 と話 し合 う場 に積 極 的 に参 加 して も

らい たい。

・教 育 の資質向 上 と持 ってい る技 術 の有効 利用 を目的 として産 学協 同 の研究 、 開発等 を進 め る上 で の企 業側 の協 力 を

期 待 す る。学 生 の採 用試験 に専 門知 識 の試験 を実施 す る企業 は、 ほ とん ど皆無 で あ る。 これ は専門 技術教 育 を目的

とす る専門学 校 に とって は、 有難 くない こ とで あ る。 専門学 校 に お ける技術教 育が ほ とん ど評 価 され てい ない とい

うこ とか?

・企業 の中で色 々 と格 差 があ り、教 育制 度が整 って いる所 、又、 全 くない所が あ り、就職 してか らの定着 と関連 があ

る様 な気が します。で きれ ば各企 業 で、教育 スキル 、教育 制度 を確 立 して欲 しい と思 い ます。

・①求 人活動 は夏休 み以 降 に して、学生 が夏休 み迄 は腰 を落 ち着 けて勉強 で きるよ うにさせ たい。② 各 々 の企業 か ら

どん な勉強 をして ほ しいか 出 して もらえる と、 各々 の学校 で特 色 を出 し、 で きる ものにつ いて力 点 をお くの で はな

いか。各学 校 のす み分 けに も役立 つ。 ③紐 付 きの ない企 業奨 学金 を多 く出 して もらえ る と、助 か る学 生が 多 い と思

う。 ④専 門卒 は、短大 と違 って実戦(践)的 な こ とを して い るので、 そ の方面 のテ ス トを入試 試験 でや って もらい

たい。

・学 生 の採 用 におい て、情報 処理 技術 者試験 で の合格 を重 視 しす ぎな い よ うに して頂 きた い。勿論 、一 つ の基準 で は

あ る と思 うが 、弊害 も出 て きてい る。本校 で は、2種 取 得 に力 を入 れて来 た結 果 として 、逆 に、取得 して いな い学

生 が就職 に対 して積極 的 にな る傾 向が あ る。 また、授業 内容 が試 験対 策 に偏 り、本来 必要 で あ るべ き技術 能力 を養

うた めの時間 が不足 す る状 態 となって い る。

・学校 、一企 業 の交流 に対 す る理 解 ・協力 を希 望 し ます 。

・先 に本校 で も一 つ の研 究 の中 で企業 の連 携 のあ りか た を探 っ た経 緯 が あ るが 、一 口に企業 と言 って もその考 え方 は

千 差万別 で あ り、 同一企業 の 中で も人 に よ り、部署 に よ り違 いが ある。 また産 学協 同 と言 って も、 そ のあ り方 に は

お互 いの希 望 が合 わな い事 に は成立 せ ず、大 変難 しい問題 が ある。 かつ 、お互 いが相 手 方の事 情 につ いて あ ま り知

らな い。 こんな事 を考 える と、 あ ま りグ ローバ ル に協 力 を考 える事 も難 しい ように思 う。 意見 と して は次 の2点 を

申 し上 げた い。① 企 業が今 後 共専 門学校 に よ り強 い関 心 を もち、人材 供給 源 として大事 に し、協力 す る事 。 この点

は一般 的な事 として要望 したい し、貴振 興会 で もよ り強力 な施設 をお願 い したい。② 専 門学校 は、 身近 な企 業 と出

来 る事 か ら どん どん協力 し合 う ことを考 えるべ きで、 まず人 脈 を広 げ つつ、 とび こんで話 し合 って行 くこ と。 そ こ

か ら 自校 の あ り方 を考 え る こと。

・企業 はここ数 年間新 卒者 の採 用 につ いて は、 並々 な らぬ努 力 を傾 注 され 所要人 員 を確保 され て きた こ とについ て、

常々敬服 し感 謝 して きた。 当校 として は、人 間形 成 を基盤 に実務 教 育 を よ り一 層充 実 し、 よ りお役 に立 て る学生 を

育 成 し、企業 の要望 に答 え られ る よ う指導 してい る。 企業 におかれ て は、現在 景気 下降 気味 の折柄 、経 営 は一段 と

厳 しい面が あ る と思わ れ ます 。特 に新 入社員 の取 扱 い につい て は、 きめ細 か い対応 をされ万遺 漏 な い もの と思 い ま

すが。 労務管 理 に万 全 を期 され、 第二新 卒者 発生 が一 人 で も少 な い よ う特段 の ご配 慮 をお願 い した い。

・人 材育 成 を して いる段 階で、 や は り地 元企業 との関連 が連 携 して いな い よ うに感 じられ ます 。 また、地 元 思考 で就

職 活 動 して いて も、 ど うして も一 極、 二極集 中で はな いが、 とも今 現在 考 えて し まい ます。

・最近 、バ ブル経済 の破綻 、 ソフ トウェア クラ イシ ス どころか ソフ トウェ アハ ウス クライ シス をかか え、 シス テム の

オー プ ン化 やダ ウ ンサ イ ジング化 、 マルチベ ンダー化 が進 み 、今 や コ ンピュー タ業 界 の成長 が危 ぶ まれ てい る。 こ

の現状 の打 開策 はいか にあ るべ きで しょうか。 この ような現状 に於 て、 現在 どの ような人材 の 要求 を され て い るの

で しょうか。 また、 コ ンピュー タ メーカ の赤 字 、人 員削減 や ソフ トウェ ア倒 産件 数 の増 加 、一人 当 りの売 上高 が低

い労働 集約型 で、 知識集 約型 で な い ソフ トウェア業界(ソ フ トウェア の生産効 率 の問題)を ど うすれ ば よい とお考

えで しょうか。
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